
営業倉庫として現在活躍中
の、スタンダードなハイブ
リットフレックスハウス。

コストを抑えた、ハーフハ
イブリッドもラインナップ
に加わりました。

大型クレーンの設置により、
作業効率がアップ。

テントで倉庫！？

テントなのに高品質で堅牢な営業倉庫
『ハイブリッドフレックス』
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4・5 《70周年記念式典特集①》
・��坂本会長あいさつ
・来賓祝辞

6・7 《70周年記念式典特集②》
・��出席国会議員一覧
　（祝電をいただいた議員）

12 ＜女性の輝く現場から＞
・㈱マルエスフリージング

ジャンクション（山梨）8 《70周年記念式典特集③》
・「��写真で見る

全ト協70年史」ダイジェスト

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
歴

史
は
︑
昭
和
23
年
２
月
に
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
日
ト
協
）
が

発
足
し
た
こ
と
に
始
ま
る
︒
44

年
８
月
に
は
︑
日
ト
協
︑
全
国

陸
運
貨
物
協
会
︑
全
国
貨
物
運

送
事
業
組
合
連
合
会
が
一
本
化

さ
れ
︑﹁
社
団
法
人
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
﹂
が
発
足
︒
平
成

24
年
４
月
に
は
公
益
社
団
法
人

に
移
行
し
て
い
る
︒

　

式
典
で
は
冒
頭
︑
全
ト
協
の

第
14
代
会
長
と
な
る
坂
本
克
己

会
長
が
壇
上
に
立
ち
︑﹁
当
協

会
の
歴
史
は
︑
波
乱
万
丈
だ
っ

た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本

の
歴
史
と
重
な
る
︒
先
人
た
ち

は
︑
国
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を

築
き
上
げ
る
た
め
に
は
︑
物
流

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
事
だ
と
︑
こ
れ
ま
で
奮
闘

さ
れ
て
き
た
︒
我
が
国
経
済
の

活
性
化
︑
国
民
の
よ
り
豊
か
な

生
活
の
実
現
の
た
め
に
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
業
界
の
先
人
た
ち

に
︑
業
界
を
代
表
し
て
御
礼
申

し
上
げ
た
い
﹂
と
先
人
た
ち
の

偉
業
を
讃
え
た
︒
そ
の
上
で
︑

﹁
我
々
も
こ
の
創
立
70
周
年
記

念
式
典
を
き
っ
か
け
に
︑
全
国

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
一

丸
と
な
っ
て
︑
80
年
目
︑
１
０

０
年
目
を
目
指
し
て
前
進
し
て

ま
い
り
た
い
﹂と
︑業
界
の
永
続

的
な
発
展
に
向
け
て
の
決
意
を

力
強
く
表
明
し
た︵
詳
細
４
面
︶︒

　

引
き
続
き
︑
石
井
啓
一
国
土

交
通
大
臣
︑
加
藤
勝
信
厚
生
労

働
大
臣
︑
二
階
俊
博
自
由
民
主

党
幹
事
長
︑
山
口
那
津
男
公
明

党
代
表
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
︵
詳
細
５
面
︶︒

　

そ
の
後
︑
赤
い
法は

っ

ぴ被
を
羽
織

っ
た
全
ト
協
会
長
・
副
会
長
・

理
事
長
が
壇
上
に
勢
ぞ
ろ
い
し

て
鏡
開
き
を
行
い
︑
粟
飯
原
一

平
副
会
長
に
よ
る
乾
杯
を
行
っ

た
︒
会
場
に
は
全
国
各
地
か
ら

関
係
者
８
０
０
人
余
り
が
集
ま

り
︑
全
ト
協
創
立
70
周
年
を
盛

大
に
祝
っ
た
︒

　

閉
宴
の
辞
で
は
辻
卓
史
副
会

長
が
壇
上
に
上
が
り
︑﹁
全
ト

協
の
今
日
ま
で
の
道
筋
は
決
し

て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
︒
今
の

姿
が
あ
る
の
は
︑
諸
先
輩
方
や

関
係
各
位
の
皆
様
の
お
か
げ
で

あ
る
﹂
と
感
謝
の
意
を
述
べ
た
︒

　

な
お
︑
式
典
出
席
者
に
は
︑

全
ト
協
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

記
し
た
﹁
く
ら
し
と
経
済
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
て
︱
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
70
年
史
﹂
が

配
布
さ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
5
月
14
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東

京
で
「
創
立
70
周
年
記
念
式
典
」
を
挙

行
し
た
。

　

同
式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
や
加
藤
勝
信

厚
生
労
働
大
臣
、
二
階
俊
博
自
由
民
主

党
幹
事
長
、
山
口
那
津
男
公
明
党
代
表

を
は
じ
め
、
通
常
国
会
会
期
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
２
９
３
人
も
の
国
会
議
員
（
代

理
出
席
含
む
）
が
出
席
し
た
ほ
か
、
各

都
道
府
県
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係
者

や
関
係
省
庁
・
労
働
組
合
・
関
係
業
者

・
報
道
関
係
者
な
ど
８
０
０
人
余
り
が
参

加
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
今
後
の
飛
躍

に
向
け
出
席
者
全
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
し

た
（
関
連
４
〜
８
面
）。

坂本会長をはじめ、全ト協副会長、理事長が壇上に勢ぞろいして鏡開きを行った

記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行

国
会
議
員
・
業
界
関
係
者
な
ど
８
０
０
人
余
り
が
出
席

トラック運送業界の永続的発展に向け
参加者が心をひとつに

「80年、100年目を目指して前進」とあいさつする坂本克己会長

全ト協 創立70周年迎える
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
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睡眠不足は事故の元凶!!
〔第76回〕

　睡眠不足による事故を防止するため、このほど「貨物自動車
運送事業輸送安全規則」が改正され、睡眠不足の運転者を乗
務させない、点呼時に睡眠不足の有無をチェックする、睡眠不
足により安全な運転ができない恐れがある運転者はその旨を
申し出るなどが新たに加えられ、6月1日から施行されることに
なりました。
　交通違反の中に「睡眠不足」という項目はありませんから、
睡眠不足に起因する事故がどの程度発生しているかについて
は、はっきりとしたことは分かりませんが、毎年の法令違反別
の死亡事故をみると「漫然運転」が最も多くなっており、その
中には睡眠不足が原因で「漫然運転」になったというケースも
少なくないと考えられます。

●睡眠不足がもたらす様々な悪影響
Ａさん「睡眠不足で怖いのは、なんといっても『居眠り運転』だ

けど、そこまでいかなくても、集中力や注意力が薄れ
る、持続力がなくなる、判断力が鈍る、操作が雑になる
など、運転にとって危険なことだらけだよ」

Ｂさん「運転は、認知・判断・操作で成り立っているといわれる
けど、睡眠不足はその全てに悪影響を及ぼしてしまうわ
けだ」

Ａさん「しかも、睡眠不足の時は感情も不安定になって、普段は
気にもしない小さなことでイライラしたり、カッカした
りするからね」

Ｂさん「車のコントロールも心のコントロールもできなくなるっ
てことだね」

Ａさん「それに睡眠不足が続くと、健康にも害を及ぼし、高血圧
や心筋梗塞、脳梗塞といったリスクも大きくなるそう
だ」

Ｂさん「まさに健康起因事故をもたらす元凶だね」

●運転にとって危険なマイクロスリープ
Ａさん「ところで、『マイクロスリープ』って言葉を聞いたことが

あるかい」
Ｂさん「ないけど、スリープというからには、眠りと何か関係があ

る言葉なんだろうね」
Ａさん「瞬間的な眠りのことで、長くても30秒くらいのごく短い

眠りをいうらしい」
Ｂさん「ごく短い眠りといっても、走っている時に、もしそれが

起こったら大変なことになるね」
Ａさん「そうなんだ。交通状況は絶えず変化しているからね、わ

ずか1、2秒の居眠りだって重大な事故に繋がる」
Ｂさん「どんなときにマイクロスリープの状態になりやすいの?」
Ａさん「詳しいことはよく分からないけど、睡眠不足も大きな原

因の一つだといわれている。しかも、睡眠不足の場合
は、突然襲ってくることもあるらしい」

Ｂさん「睡眠不足には、そういう危険もあるんだ。体力には自信
があるからとか、まだまだ若いから多少の睡眠不足は
運転には関係ないと考えていたら、とんでもないことに
なるね」

●寝酒は良い睡眠の妨げになる
Ａさん「睡眠不足を防ぐには、十分な睡眠をとることが基本だけ

ど、単に睡眠時間だけじゃなくて、質の良い睡眠をとる
ことも大切なんだ」

Ｂさん「途中で何度も目が覚めてトイレに行ったりしていたら、
どうしても眠りが浅くなるよね」

Ａさん「質の良い眠りを確保するためには、眠る前のコーヒーや

タバコは控える。それからスマホの操作もしない」
Ｂさん「画面から出るブルーライトが、寝付きを悪くしたり睡眠

を浅くして、良い睡眠を妨げると言われているね」
Ａさん「それから寝酒も良くない」
Ｂさん「寝酒は眠りを誘うから、いいんじゃないの」
Ａさん「そう思いがちだけど、実はそうではなくて、アルコールは

眠りを浅くする働きがあるそうだ」
Ｂさん「でも、寝酒が習慣化している人もいるよね」
Ａさん「習慣化するともっと危険だよ。肝機能などを害する恐れ

があるし、ひどくなるとアルコール依存症に陥る場合も
あるからね。専門家の中には『寝酒は百害あって一利な
し』という人もいるくらいだ」

Ｂさん「寝酒はやめたほうがいいってことだ」
Ａさん「睡眠不足を防ぐためには、日常の生活習慣を見直してみ

ることが大切だね」

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～信号編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		赤色の信号の場合は、車両は停止位置を越えて進行してはならな
いが、赤色に変わったとき交差点に接近していて安全な停止がで
きない場合はそのまま進行することができる。（	○・×	）

❷		黄色の点滅信号の場合は、車両は停止位置で一時停止しなけれ
ばならないが、歩行者は他の交通に注意して進行することができ
る。（	○・×	）

❸		赤色の点滅信号の場合は、車両も歩行者も停止位置で一時停止し
なければならない。（	○・×	）

❹		青色の矢印信号の場合は、車両（軽車両や2段階右折の原付を除
く）は黄色または赤色の灯火の信号にかかわらず、矢印の方向に
進むことができる。（	○・×	）

❺		黄色の矢印信号の場合は、車両は停止位置で一時停止し安全確認
をした後で、矢印の方向に進むことができる。（	○・×	）

（解答は11面）

「広報とらっく」からのお願い
交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に

事業用トラックは車体が大きいことから、
・急な車線変更
・不用意なクラクション
・公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
などは、一般乗用車より目立ち、交通弱者や沿
道の住民の方にとって、より迷惑に感じられま
す。プロトラックドライバーは、交通法規を守
るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバー
の見本となりましょう。
また、最近、交通トラブルによる事故等が社会
問題化しています。あおり運転や無理な割り込
みなど、他車から迷惑行為を受けても冷静に対
応しましょう。

　

５
月
17
日
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
と
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
共
同
事
務
局
を
務

め
る
﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
等

が
運
転
し
や
す
い
ト
ラ
ッ
ク

の
あ
り
方
検
討
会
﹂（
座
長

・
鎌
田
実
東
京
大
学
大
学
院

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
人

間
環
境
学
専
攻
教
授
）
の
第

２
回
会
合
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

今
回
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー

カ
ー
４
社
と
架
装
メ
ー
カ
ー

７
社
に
対
し
て
実
施
し
た
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
等
が
運
転
し

や
す
い
ト
ラ
ッ
ク
に
関
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
が
報
告

さ
れ
た
ほ
か
︑
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
等
に
対
し
て
実
施
予
定

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
案
）

に
つ
い
て
検
討
︒
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
︑
事
業
者
︑
女
性
職

員
の
３
者
を
対
象
に
行
う
ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
︑
各
委

員
の
意
見
を
反
映
し
︑
６
月

以
降
に
調
査
を
実
施
︒
９
月

ご
ろ
調
査
結
果
を
報
告
す
る

第
３
回
検
討
会
を
開
催
し
︑

11
月
を
め
ど
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
仮
称
）
を
作
成
し
て
最
終

と
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
︒

６
月
は「
不
正
改
造
車

　
　

排
除
」
強
化
月
間

車
両
の
安
全
性
の
確
保
と

環
境
保
全
の
た
め
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
年
間
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
る
﹁
不
正
改
造
車
排
除

運
動
﹂
に
つ
い
て
︑
６
月
１

日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
か
月

間
を
﹁
不
正
改
造
車
排
除
強

化
月
間
﹂
と
し
︑
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し

て
運
動
を
実
施
す
る
︒

　

重
点
と
す
る
不
正
改
造
項

目
は
︑
①
マ
フ
ラ
ー
の
切
断

・
取
り
外
し
お
よ
び
騒
音
低

減
機
構
が
容
易
に
取
り
外
せ

る
等
の
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ

ー
の
装
着
②
タ
イ
ヤ
お
よ
び

ホ
イ
ー
ル
（
回
転
部
分
）
の

車
体
外
へ
の
は
み
出
し
③
大

型
貨
物
自
動
車
の
速
度
抑
制

装
置
の
取
り
外
し
︑
解
除
ま

た
は
不
正
な
改
造
︑
変
更
等

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
警
報
装
置

を
解
除
す
る
用
品
等
の
取
り

付
け
︱
︱
の
４
項
目
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
実
施
要
領
と
啓
発

用
チ
ラ
シ
︵
写
真
・
今
号
に

折
り
込
み
︶︑
定
期
的
な
自

主
点
検
に
活
用
で
き
る
﹁
不

正
改
造
防
止
自
主
点
検
票
﹂

を
掲
載
し
て
周
知
・
活
用
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
︑
適

運
賃
・
料
金
水
準
は
回

復
基
調
で
推
移

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景

況
感［
30
年
１
～
３
月
期
］

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
11
日
︑
平
成
30
年
１
～

３
月
期
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

正
化
事
業
巡
回
指
導
時
に
事

業
所
へ
の
啓
発
・
指
導
を
実

施
し
て
い
く
︒

界
の
景
況
感
（
速
報
）
を
発

表
し
た
︒

　

１
～
３
月
期
は
︑
運
賃
・

料
金
の
水
準
は
回
復
基
調
で

推
移
し
た
も
の
の
︑
労
働
力

不
足
や
燃
料
価
格
上
昇
等
に

よ
る
コ
ス
ト
増
加
の
影
響
を

よ
り
大
き
く
受
け
た
こ
と
か

ら
︑
営
業
利
益
お
よ
び
経
常

損
益
が
悪
化
︒
そ
の
結
果
︑

景
況
感
の
判
断
指
標
は
マ
イ

ナ
ス
３
・
０
と
な
り
︑
前
回

（
２
・
２
）
か
ら
５
・
２
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
た
︒

　

な
お
︑
今
後
の
見
通
し
と

し
て
は
︑
労
働
力
不
足
や
燃

料
価
格
上
昇
等
が
来
期
も
継

続
し
て
影
響
し
︑
経
常
損
益

は
一
段
と
悪
化
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
た
め
︑
景
況
感

の
判
断
指
標
は
今
回
か
ら
４

・
３
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
︑
マ

イ
ナ
ス
７
・
３
と
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
︒

「
女
性
等
が
運
転
し
や
す
い　
　

　
ト
ラ
ッ
ク
」ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

６
月
以
降
調
査
開
始

午
前
３
時
～
７
時
の
食
堂
営

業
を
一
時
休
止

金
沢
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

金
沢
Ｔ
Ｓ
は
︑
食
堂
に
つ

い
て
︑
午
前
３
時
か
ら
７
時

の
間
の
営
業
を
６
月
１
日
ま

で
休
止
す
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

ト
ラ
ッ
ク
部
品
盗
難
防
止 

対
策
に
つ
い
て
呼
び
か
け

埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
鳥
居
伸
雄
会
長
）
で
は
︑

埼
玉
県
内
で
自
動
車
部
品
の

盗
難
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
︑
盗
難
防
止
対
策
用

品
等
を
使
用
し
て
の
防
犯
を

広
く
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

埼
玉
県
警
察
に
よ
る
と
︑

自
動
車
部
品
盗
難
に
お
け
る

被
害
割
合
は
︑
乗
用
車
で
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
タ
イ
ヤ

ホ
イ
ー
ル
の
盗
難
が
約
８
割
︑

貨
物
車
で
バ
ッ
テ
リ
ー
の
盗

難
が
約
７
割
を
占
め
て
お

り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
対
し
︑
盗
難
防
止
対
策
用

品
等
に
よ
る
防
犯
強
化
を
求

め
て
い
る
︒

第２回「女性ドライバー等が運転しやすいトラッ
クのあり方検討会」（5月17日、全ト協）

6月1日～6月30日

「不正改造車排除
」強化月間

前面ガラス、運転者席及び助手席の窓ガラス
○指定以外のステッカー貼付は不可。
○前面ガラス等に装飾板を装着した状態又は運転席

および助手席の窓ガラスに着色フィルム等を貼り
付けた状態での可視光線透過率が70％未満のも
のは不可。

　（道路運送車両の保安基準第29条）

○緊急自動車等以外には赤色の回転灯
は取付け不可。

◯道路維持作業用自動車以外には黄色
の回転灯は取付け不可。

　（道路運送車両の保安基準第４２条）

シートベルトリマインダーの不正解除
○運転席にシートベルトが装着されていない場合に

その旨を運転者に警報する装置（シートベルトリ
マインダー）による警告表示等を、機具を用いて不
正に解除すること。

バックミラー
○鋭利な突起がないこと。
○歩行者等に接触した場合に衝撃を緩衝できる構造

であること。
　（道路運送車両の保安基準第18条、第44条）

警音器
○音が自動的に断続するものは不可。
○音の大きさ又は音色が自動的に変化する又は運転

席で容易に変化させることができるものは不可。
　（道路運送車両の保安基準第43条）

前部霧灯
○白色又は淡黄色であること。　
○同時に3個以上点灯しないこと。
　（道路運送車両の保安基準第33条）

○安全確認用窓を物などで塞いで見えなく
すること。

巻き込み防止装置
○普通貨物自動車には、巻き込み防止装

置を備えなければならない。
（道路運送車両の保安基準第１８条の２）

○自動車の後面には、突入防止装置を備えること。
（道路運送車両の保安基準第１８条の２）

マフラー
○マフラーの切断・取外し及び

基準不適合マフラーの装着。
大型後部反射器
○貨物普通自動車には、後部反射

器を備えるほか、大型後部反射
器を備えなければならない。

　（道路運送車両の保安基準第
38条の2）

その他の灯火（デイライト）
○赤色でないこと。 ○光度300cd以下であること。 
○点滅しないこと。
　（道路運送車両の保安基準第42条）

タイヤ
○回転部分が突出する等他の交通の安全を妨げるお

それのあるものでないこと。
　（道路運送車両の保安基準第18条）

直前直左確認鏡
○運転者席において、一定の基準の障害物を確認で

きる鏡等を備えなければならない。
　（道路運送車両の保安基準第44条）

http://www.jta.or.jp
全国貨物自動車運送適正化事業実施機関

重大な犯罪です
!

…重点排除項目

不正改造車の行政処分基準
初回違反 20 日 × 違反車両数
再 違  反 40 日 × 違反車両数
ほかにも道路運送車両法、道路交通法
による罰則がかせられます。

不
正
改
造
車
排
除
強
化
月
間
チ
ラ
シ

　

平
成
30
年
春
の
叙
勲
受
章

者
が
４
月
29
日
付
で
︑
ま
た

褒
章
受
章
者
が
４
月
28
日
付

で
︑そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら

は
︑
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
で
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
副
会
長
の
小
幡
鋹
伸
氏
が

旭
日
中
綬
章
を
︑
長
野
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
の
岩
下
勝

美
氏
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
し

た
︒

　

叙
勲
伝
達
式
は
５
月
９
日

に
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
︑

褒
章
伝
達
式
は
５
月
15
日
に

国
土
交
通
省
で
行
わ
れ
た
︒

　

受
章
者
は
次
の
各
氏
︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
中
綬
章

▽
小
幡
鋹
伸
（
お
ば
た
・
と

し
の
ぶ
）
氏
・（
一
社
）
愛
知

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑（
公

社
）
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

副
会
長
︑
名
古
屋
東
部
陸
運

㈱
会
長
︑
愛
知
県
・
80
歳

︻
褒
章
︼

◎
黄
綬
褒
章

▽
岩
下
勝
美
（
い
わ
し
た
・

か
つ
み
）
氏
・（
公
社
）
長

野
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑

ア
ー
ト
梱
包
運
輸
㈱
相
談

役
︑
長
野
県
・
74
歳

旭日中綬章
小幡鋹伸氏

【 叙  勲 】

【 褒  章 】

黄綬褒章
岩下勝美氏

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
２
氏

30年春の
叙勲・褒章
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N
ew

s 2018.5.1—
5.20

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

前
回
に
引
き
続
き
︑﹁
天
然

ガ
ス
自
動
車
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
の

海
外
視
察
で
訪
問
し
た
イ
タ
リ

ア
・
ス
ペ
イ
ン
の
現
況
を
紹
介

し
た
い
︒
今
回
は
Ｆ
Ｃ
Ａ
中
央

研
究
所
︑
Ｆ
Ｐ
Ｔ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
と
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｓ
Ｐ
Ａ

Ｉ
Ｎ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒
Ｆ

Ｐ
Ｔ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
と
Ｉ

Ｖ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
社
が
属
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｈ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
は
︑
元
々

Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｔ
社
の
商
用
車
部
門
が

他
社
と
合
併
し
て
き
た
経
緯
か

ら
︑
Ｆ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
の
繋

が
り
が
強
い
︒

　

Ｆ
Ｃ
Ａ
中
央
研
究
所
は
エ
ン

ジ
ン
の
技
術
開
発
等
を
︑
Ｆ
Ｐ

Ｔ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
社
は
エ
ン

ジ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
動
力
系

部
品
の
製
造
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
担

っ
て
い
る
︒
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
社
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
の
商
用
車

を
製
造
販
売
し
て
い
る
︒

　

Ｆ
Ｃ
Ａ
中
央
研
究
所
で
は
︑

Ｆ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
技

術
開
発
の
考
え
方
を
聞
い
た
︒

同
研
究
所
の
組
織
は
欧
州
︑
北

米
︑
南
米
︑
ア
ジ
ア
の
４
つ
の
担

当
エ
リ
ア
に
分
か
れ
︑
そ
れ
ぞ

れ
が
担
当
エ
リ
ア
の
エ
ン
ジ
ン
︑

車
体
︑
材
料
︑
製
造
工
程
等
の

技
術
開
発
を
行
っ
て
い
る
︒
自

動
車
の
低
炭
素
化
を
図
る
に
は
︑

①
内
燃
機
関
の
改
良
︑
②
低
炭

素
な
燃
料
の
利
用
︑
③
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
技
術
開
発
な
ど

が
必
要
と
考
え
て
い
る
︒
た
だ

し
︑
欧
州
全
体
で
は
大
規
模
電

源
の
約
８
割
が
化
石
燃
料
に
依

存
︑
そ
の
う
ち
４
割
が
石
炭
発

電
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑W

ell to 
W
heel

を
考
え
た
場
合
︑
欧
州

で
の
Ｅ
Ｖ
普
及
が
地
球
温
暖
化
防
止
に

必
ず
し
も
有
効
だ
と
は
考
え
て
い
な

い
︒
現
時
点
で
︑
天
然
ガ
ス
自
動
車
が

こ
の
問
題
に
対
し
て
︑

有
効
で
実
用
的
な
技
術

で
は
な
い
か
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
︒

　

Ｆ
Ｐ
Ｔ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
社
は
︑
Ｃ
Ｎ
Ｈ

グ
ル
ー
プ
以
外
の
企
業

へ
も
エ
ン
ジ
ン
や
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
供
給
し
て
い
る
︒

２
０
１
６
年
度
は
約
54

万
機
の
エ
ン
ジ
ン
を
出

荷
し
た
が
︑
そ
の
う
ち

約
57
％
が
グ
ル
ー
プ
外

向
け
だ
っ
た
と
の
こ
と
︒

２
０
１
６
年
に
市
場
投
入
し
た
︑

大
型
ト
ラ
ッ
ク
向
け
の
８
・
７
㍑

天
然
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
﹁
カ
ー
ソ
ル

９
﹂
は
出
力
４
０
０
Ｈ
Ｐ
︑
ト

ル
ク
１
７
０
０
Ｎ
・
ｍ
で
︑
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
と
同
等
の
性
能

を
確
保
し
て
お
り
注
目
さ
れ
て

い
る
︒
同
社
は
︑
日
本
の
大
手

ガ
ス
事
業
者
の
ガ
ス
組
成
で
も

同
等
の
性
能
を
発
揮
で
き
る
と

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒

　

Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
社
は
車
両
総
重

量
３
～
44
㌧
ま
で
の
ト
ラ
ッ
ク
・

建
設
車
両
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
る
︒
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｉ

Ｎ
社
は
ス
ペ
イ
ン
国
内
に
２
つ
の

工
場
を
有
し
て
い
る
が
︑
今
回

は
マ
ド
リ
ー
ド
市
郊
外
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
組
み
立
て
工
場
を
訪

問
し
た
︒
そ
こ
で
見
た
﹁
ス
ト

ラ
リ
ス
Ｎ
Ｐ
﹂︵
写
真
︶
は
総
重

量
19
～
26
㌧
の
大
型
天
然
ガ
ス

ト
ラ
ッ
ク
で
︑
エ
ン
ジ
ン
は
前
述

の
カ
ー
ソ
ル
９
を
搭
載
し
て
い

る
︒
燃
料
タ
ン
ク
は
ユ
ー
ザ
ー
の

使
用
用
途
に
応
じ
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
︑

Ｃ
Ｎ
Ｇ
の
組
み
合
わ
せ
が
可
能
︒

Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン
ク
を
２
つ
搭
載
し

た
車
両
の
場
合
︑
１
充
填
で
１
５

０
０
㌔
㍍
の
走
行
が
可
能
と
の
こ

と
︒
こ
の
タ
イ
プ
の
車
両
は
︑
ス

ペ
イ
ン
で
は
同
ク
ラ
ス
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
と
比
べ
４
万
ユ
ー
ロ
（
約

５
４
０
万
円
）
と
高
価
だ
が
︑

補
助
金
が
２
万
ユ
ー
ロ
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
燃
料
費
を
削
減
（
１

万
ユ
ー
ロ
／
年
）
で
き
る
こ
と
か

ら
︑
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
と
い
う
︒
マ
ド
リ
ー
ド
で
は
歴

史
的
な
旧
市
街
地
へ
の
乗
り
入

れ
は
常
時
制
限
さ
れ
て
お
り
︑

配
達
車
両
は﹁
ゼ
ロ
車
﹂（
Ｅ
Ｖ
）︑

﹁
エ
コ
車
﹂（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
︑Ｌ
Ｐ
Ｇ
︑

ブ
タ
ン
︑
Ｐ
Ｈ
Ｖ
等
）︑
ユ
ー
ロ
４
・
５

・
６
の
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
進
入

可
能
だ
が
︑
駐
車
で
き
る
の
は
居
住
者
の

車
と
ゼ
ロ
車
の
み
と
い
う
︒

　

今
回
の
視
察
で
は
︑
欧

州
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ

て
も
︑
内
燃
機
関
に
軸
足

を
置
き
な
が
ら
技
術
開
発

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
︒
日
本
国
内
で
︑
私

達
が
目
に
す
る
Ｅ
Ｖ
関
連

の
報
道
か
ら
受
け
る
印
象

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
︒

︵
本
視
察
の
詳
細
は
６
月

19
日
の
天
然
ガ
ス
自
動
車

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
研
究
会
で
報

告
予
定
︶

第50回 『世界の天然ガス自動車の普及状況について』
～欧州（イタリア・スペイン）の現状について②～

株式会社エッチ・ケー・エス 第２開発部 主任　中島　久晴
ストラリスNP

　

国
土
交
通
省
は
５
月
９
日
︑

﹁
第
７
回
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討

会
﹂
を
開
き
︑
持
続
可
能
な

ト
ラ
ッ
ク
運
送
機
能
を
確
保

 

大
雪
時
の
道
路
交
通
確
保

へ
具
体
策
を
提
言

冬
期
道
路
交
通
確
保
対
策

検
討
委
員
会

　

国
土
交
通
省
は
５
月
16
日
︑

﹁
冬
期
道
路
交
通
確
保
対
策

検
討
委
員
会
﹂（
委
員
長
・

石
田
東
生
筑
波
大
学
名
誉
教

授
）
が
ま
と
め
た
︑
大
雪
時

の
道
路
交
通
確
保
対
策
の
提

言
を
公
表
し
た
︒ 

　

同
省
で
は
︑
突
発
的
な
大

し
て
い
く
上
で
︑
荷
主
な
ど

を
含
め
た
関
係
者
の
共
通
認

識
の
醸
成
に
つ
い
て
︑
議
論

し
た
︒

　

運
賃
・
料
金
の
基
本
的
な

コ
ス
ト
構
成
等
に
つ
い

て
︑
関
係
者
間
で
の
共

通
認
識
の
醸
成
を
図
る

た
め
の
方
策
を
︑
手
引

き
の
よ
う
な
形
に
集
約

す
る
こ
と
を
目
指
す
︒

次
回
検
討
会
で
手
引

き
に
ま
と
め
た
い
考
え

だ
︒

　

こ
の
ほ
か
︑﹁
働
き

方
改
革
﹂
を
進
め
る

観
点
か
ら
７
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
行
政

処
分
基
準
強
化
に
つ
い

て
︑
報
告
が
あ
っ
た
︒

雪
に
対
す
る
道
路
交
通
へ
の

障
害
を
減
ら
す
た
め
の
具
体

的
な
対
策
な
ど
︑
今
後
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
検
討
す
る

た
め
︑
平
成
30
年
２
月
に
学

識
経
験
者
等
か
ら
な
る
同
検

討
委
員
会
を
設
置
し
︑
こ
れ

ま
で
３
回
に
わ
た
り
検
討
︒

今
般
︑
こ
れ
ま
で
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
︑﹁
大
雪
時
の

道
路
交
通
確
保
対
策
中
間
と

り
ま
と
め
﹂
と
し
て
提
言
し

た
︒

　

提
言
で
は
︑
集
中
的
な
大

雪
時
に
お
い
て
︑
こ
れ
ま
で

の
通
行
止
め
を
回
避
す
る
と

い
う
道
路
交
通
確
保
に
対
す

る
考
え
方
を
転
換
し
︑
道
路

管
理
者
の
連
携
に
よ
り
︑
最

大
限
の
除
雪
に
努
め
つ
つ
︑

関
係
機
関
は
も
ち
ろ
ん
︑
道

路
利
用
者
や
地
域
等
に
協
力

を
求
め
な
が
ら
︑
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
と
し
て
大
規

模
な
車
両
滞
留
の
抑
制
と
通

行
止
め
時
間
の
最
小
化
を
図

る
﹁
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

能
へ
の
影
響
の
最
小
化
﹂
を

目
標
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と

指
摘
し
た
︒

　

大
雪
時
の
道
路
交
通
確
保

に
向
け
た
道
路
管
理
者
等
の

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
︑

﹁
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
段
階
的

な
行
動
計
画
）
の
作
成
﹂﹁
チ

ェ
ー
ン
等
の
装
着
の
徹
底
﹂

﹁
集
中
的
な
大
雪
時
の
予
防

的
な
通
行
規
制
﹂﹁
集
中
除

雪
の
実
施
﹂﹁
予
防
的
な
通

行
規
制
に
伴
う
広
域
迂
回
の

呼
び
か
け
﹂な
ど
を
示
し
た
︒

　

な
お
︑
同
省
で
は
︑
提
言

に
盛
り
込
ま
れ
た
新
た
な
取

り
組
み
の
実
施
に
向
け
て
︑

引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
︒ 

 

平
成
30
年
度
﹁
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
応

募
受
付
開
始

エ
コ
モ
財
団

　

平
成
30
年
度
﹁
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂（
主

催
・（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ

ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
（
エ

コ
モ
財
団
））
の
応
募
受
付

が
5
月
1
日
か
ら
始
ま
っ
た
︒

　

今
年
度
は
昨
年
度
に
続

き
︑
事
業
部
門
（
緑
ナ
ン
バ

ー
）・
一
般
部
門
（
白
ナ
ン
バ

ー
）・
ユ
ニ
ー
ク
部
門
の
3
部

門
で
実
施
︒
最
も
優
れ
た
取

り
組
み
に
対
し
て
は
︑
事
業

部
門
で
は
国
土
交
通
大
臣

賞
︑
一
般
部
門
で
は
環
境
大

臣
賞
が
授
与
さ
れ
る
︒

　

応
募
期
間
は
5
月
1
日
㈫

～
7
月
2
日
㈪
︒
な
お
︑
例

年
よ
り
も
締
切
時
期
が
早
く

な
っ
て
い
る
た
め
︑
注
意
が

必
要
︒
参
加
費
用
は
無
料
︒

表
彰
式
は
︑
11
月
28
日
㈬
に

開
催
予
定
の
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
の
会
場

で
行
わ
れ
る
︒

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
︑

エ
コ
モ
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
︑
今
号
に
折
り
込
み

の
冊
子
を
参
照
の
こ
と
︒

 

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ

ッ
ク
導
入
補
助
の
審
査
基

準
を
公
表

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）環
境
優
良
車
普
及

機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
５
月

11
日
︑
平
成
30
年
度
二
酸
化

炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費

等
補
助
金
を
活
用
し
た
﹁
低

炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ

ク
普
及
加
速
化
事
業
﹂
に
つ

い
て
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
審

査
基
準
の
詳
細
を
公
開
し
た
︒

　

同
事
業
は
︑
投
資
余
力
の

な
い
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
対
し
︑
低
炭
素
型
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入

を
集
中
的
に
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
︑ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お

け
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

排
出
削
減
を
図
る
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
で
︑
予
算
総
額

は
29
・
65
億
円
（
事
務
費
を

含
む
）︒

　

補
助
対
象
事
業
者
は
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
（
資
本
金

３
億
円
ま
た
は
従
業
員
数
３

０
０
人
以
下
の
中
小
事
業
者

・
リ
ー
ス
事
業
者
）
で
︑
申

請
受
付
期
間
は
30
年
６
月
11

日
㈪
～
31
年
１
月
31
日
㈭
︒

　

な
お
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
で
は
同

事
業
に
関
す
る
公
募
説
明
会

を
表
の
通
り
実
施
︒
参
加
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

同
事
業
お
よ
び
同
説
明
会

の
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
Ｌ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
︒

関
係
者
の
共
通
認
識
の　
　

　
　
　
　
　
醸
成
に
向
け
て

運
賃
・
料
金
検
討
会
が
会
合

９
・
１
％
増
の
16
・
５
兆

円
に消費

者
向
け
Ｅ
Ｃ
市
場

　

経
済
産
業
省
は
４
月
25

日
︑
我
が
国
の
Ｅ
Ｃ
（
電
子

商
取
引
）
市
場
規
模
を
と
り

ま
と
め
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
平
成
29

年
の
日
本
国
内
の
Ｂ
to
Ｃ
︱

Ｅ
Ｃ
（
消
費
者
向
け
電
子
商

取
引
）
市
場
規
模
は
︑
前
年

比
９
・
１
％
増
の
16
・
５
兆

電
波
利
用
環
境
保
護　

周
知
啓
発
活
動
を
実
施

強
化
期
間
６
月
１
日
〜

10
日

　

総
務
省
で
は
︑
不
法
無
線

局
の
未
然
防
止
を
図
り
︑
電

波
利
用
環
境
保
護
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
︑
毎
年
６
月
１

日
か
ら
10
日
ま
で
を
﹁
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
﹂
と
し
︑
電
波
の
利

用
に
対
す
る
正
し
い
知
識
等

の
周
知
・
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
る
︒

　

同
省
で
は
︑﹁
平
成
30
年

度
電
波
利
用
環
境
保
護
活
動

用
ポ
ス
タ
ー
﹂︵
写
真
︶
を

作
成
し
︑
電
波
の
利
用
ル
ー

ル
遵
守
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

説
明
会
を
開
催

フ
ロ
ン
類
算
定
漏
え
い
量

報
告
・
公
表
制
度

　

環
境
省
と
経
済
産
業
省
は
︑

﹁
フ
ロ
ン
類
算
定
漏
え
い
量

報
告
・
公
表
制
度
﹂
に
関
す

る
説
明
会
を
５
月
23
日
㈬
か

ら
６
月
13
日
㈬
ま
で
︑
全
国

６
都
市
で
開
催
す
る
︒

　

同
制
度
は
︑﹁
フ
ロ
ン
類
の

使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
﹂（
フ

ロ
ン
排
出
抑
制
法
）
に
基
づ

き
︑
年
間
の
フ
ロ
ン
類
の
漏

え
い
量
が
一
定
量
以
上
の
事

業
者
が
︑
漏
え
い
量
等
を
国

に
報
告
す
る
も
の
で
︑
今
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
度

分
の
報
告
が
始
ま
っ
て
い
る
︒

報
告
期
限
は
７
月
31
日
︒

　

説
明
会
で
は
︑
業
務
用
冷

凍
空
調
機
器
（
第
一
種
特
定

製
品
）
の
管
理
者
等
を
対
象

に
︑
同
制
度
の
算
定
・
報
告

方
法
な
ど
の
説
明
を
行
う
ほ

か
︑
フ
ロ
ン
類
の
漏
え
い
防

止
対
策
と
省
エ
ネ
対
策
等
に

つ
い
て
も
説
明
す
る
︒

　

な
お
︑
会
場
・
日
時
等
の

詳
細
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
︒

億
円
だ
っ
た
︒

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ

リ
の
市
場
規
模
は
同
58
・
４

％
増
の
４
８
３
５
億
円
へ
と

急
拡
大
し
て
お
り
︑
フ
リ
マ

ア
プ
リ
が
初
め
て
登
場
し
た

２
０
１
２
年
か
ら
わ
ず
か
５

年
で
５
千
億
円
弱
の
巨
大
市

場
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
︒

　

日
本
・
米
国
・
中
国
３
か

国
間
の
越
境
Ｅ
Ｃ
市
場
規
模

円
へ
と
拡
大
し
︑
Ｂ
to
Ｂ
︱

Ｅ
Ｃ（
企
業
間
電
子
商
取
引
）

は
同
９
・
０
％
増
の
３
１
７

・
２
兆
円
と
な
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
︒

　

ま
た
︑
29
年
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
市
場

規
模
は
︑
前
年
比
３
・
２
％

増
の
１
兆
１
２
０
０
億
円
で
︑

こ
の
う
ち
Ｃ
to
Ｃ
︱
Ｅ
Ｃ（
個

人
間
電
子
商
取
引
）部
分
は
︑

同
３
・
２
％
増
の
３
５
６
９

経 産 省

総 務 省

経 産 省

下
請
法
の
標
語
を公

募

中
小
の
取
引
条
件
改
善
へ

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
は
５
月
７
日
︑
今
年

11
月
の
﹁
下
請
取
引
適
正
化

推
進
月
間
﹂実
施
に
あ
た
り
︑

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
の
一
般
公

募
を
開
始
し
た
︒

　

テ
ー
マ
は
﹁
取
引
条
件
の

改
善
に
向
け
て
﹂︒
政
府
と

し
て
︑﹁
経
済
の
好
循
環
に

下
請
等
中
小
企
業
の
取
引
条

件
改
善
が
重
要
﹂
と
の
判
断

の
下
︑
昨
年
12
月
に
関
係
法

令
の
運
用
強
化
を
行
っ
て
お

り
︑
標
語
に
つ
い
て
も
︑
取

引
条
件
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
促
す
テ
ー
マ
と
し

た
︒

　

公
募
期
間
は
６
月
６
日
ま

で
で
︑
入
選
作
は
︑
９
月
中

に
同
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
す
る
︒

　

文
字
数
は
30
文
字
以
内

で
︑
特
選
作
１
点
は
ポ
ス
タ

ー
や
講
習
会
テ
キ
ス
ト
表
紙

な
ど
に
使
用
す
る
︒

　

ち
な
み
に
︑
29
年
度
の
標

語
は
﹁
取
引
条
件 

相
互
に

築
く 

未
来
と
信
頼
﹂︒

は
︑
い
ず
れ
の
国
の
間
で
も

増
加
︒
特
に
︑
中
国
消
費
者

に
よ
る
日
本
事
業
者
か
ら
の

越
境
Ｅ
Ｃ
購
入
額
は
︑
前
年

比
25
・
２
％
増
の
１
兆
２
９

７
８
億
円
︑
米
国
事
業
者
か

ら
の
越
境
Ｅ
Ｃ
購
入
額
は
︑

前
年
比
28
・
２
％
増
の
１
兆

４
５
７
８
億
円
と
な
り
︑
中

国
消
費
者
に
よ
る
購
入
額
の

拡
大
が
目
立
っ
て
い
る
︒

公 取 委

表　LEVO 平成 30 年度「低炭素型ディーゼルトラッ
ク普及加速化事業」公募説明会　開催日時・会場

開催地 実施日 会場

札幌 5 月 25 日㈮ （公社）北海道トラック協会
仙台 5 月 25 日㈮ 仙台青葉カルチャーセンター
郡山 5 月 24 日㈭ 郡山市労働福祉会館

さいたま 5 月 30 日㈬ （一社）埼玉県トラック協会
千葉 5 月 23 日㈬ （一社）千葉県トラック協会
東京 6 月 1 日㈮ （一社）東京都トラック協会

名古屋 5 月 23 日㈬ （一社）愛知県トラック協会
大阪 5 月 30 日㈬ ティーオージー
神戸 5 月 31 日㈭ （一社）兵庫県トラック協会
広島 5 月 28 日㈪ （公社）広島県トラック協会
高松 5 月 29 日㈫ （一社）香川県トラック協会
福岡 5 月 31 日㈭ （公社）福岡県トラック協会

鹿児島 6 月 1 日㈮ （公社）鹿児島県トラック協会
※開催時間は各会場とも 13:30 ～ 15:30（13:10 受付開始）
※申し込みの詳細については LEVO ホームページを参照のこと
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本
日
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
創
立
70
周
年
記
念
式

典
と
い
う
こ
と
で
︑
全
国
各

地
か
ら
日
頃
ご
厚
誼
い
た
だ

い
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
方

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
︒
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
︒

　

さ
て
︑
今
か
ら
70
年
前
と

い
い
ま
す
と
︑
昭
和
23
年
に

な
り
ま
す
︒
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
混
乱
の
中
で
︑
全
ト

協
の
前
身
と
な
る
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
（
日
ト
協
）
が
誕

生
し
ま
し
た
︒

　

全
ト
協
の
歴
史
は
︑
戦
後

か
ら
高
度
経
済
成
長
期
︑
そ

し
て
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
現
在

へ
と
続
く
我
が
国
の
波
乱
万

丈
の
歴
史
と
重
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
︒
戦
争
が
終
わ
っ
て

国
土
が
焦
土
と
化
し
た
中

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

諸
先
輩
方
は
﹁
国
民
の
暮
ら

し
を
立
て
直
し
︑
我
が
国
の

経
済
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
︑
物
流
を
構
築
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
だ
﹂

と
い
う
熱
い
思
い
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
物
流
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

全
ト
協
70
周
年
を
契
機

に
︑
今
を
生
き
る
我
々
と
し

て
︑
業
界
を
代
表
し
て
先
人

た
ち
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
︑
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
︒

　

さ
て
︑
我
が
国
で
は
︑
平

成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
︑
23
年
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
︑
そ
し

て
28
年
の
熊
本
地
震
と
︑
近

年
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
よ

う
な
震
災
が
何
度
も
発
生
し

て
お
り
ま
す
︒
こ
う
し
た
大

災
害
の
発
生
時
に
は
︑
我
々

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
被

災
者
の
皆
様
の
命
を
守
る
た

め
の
緊
急
支
援
物
資
を
迅
速

に
輸
送
し
て
ま
い
り
ま
し
た
︒

こ
う
し
た
緊
急
時
対
応
に
よ

り
︑﹁
日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
こ
こ

に
あ
り
﹂
と
多
く
の
皆
様
か

ら
ご
評
価
を
い
た
だ
く
ま
で

に
な
り
ま
し
た
︒
し
か
し
な

が
ら
︑
こ
う
し
て
緊
急
支
援

物
資
輸
送
を
遂
行
で
き
た
の

も
︑
本
日
お
集
ま
り
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
行
政
関
係
者

や
国
会
議
員
の
皆
様
の
お
力

添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒
日
頃

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ

の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
頂
戴

し
て
お
り
ま
す
こ
と
︑
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

さ
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ

る
た
め
に
は
︑
現
場
で
汗
水

を
垂
ら
し
て
働
い
て
お
ら
れ

る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
労

働
環
境
改
善
を
避
け
て
は
通

れ
ま
せ
ん
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
様
に
︑
仕
事
へ

の
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
︑

毎
日
の
仕
事
に
充
実
感
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
が
最
も
大
事
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

本
日
式
典
を
開
催
し
て
い

る
こ
の
会
場
は
横
長
の
形
を

し
て
お
り
ま
す
が
︑
か
つ
て

武
田
信
玄
が
築
き
上
げ
た

﹁
鶴
翼
の
陣
﹂
の
よ
う
に
も

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
︒
武
田

信
玄
は
﹁
人
は
城
﹂
と
い
う

言
葉
を
残
し
ま
し
た
が
︑
我

々
か
ら
し
ま
す
と
﹁
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
こ
そ
城
﹂
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
は
﹁
国
の
宝
﹂
で

あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境

改
善
は
︑
決
し
て
我
々
の
力

だ
け
で
果
た
せ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
本
日
ご
臨
席

い
た
だ
い
て
お
ら
れ
ま
す
行

政
︑
政
治
の
皆
様
に
︑
拘
束

時
間
の
削
減
や
取
引
環
境
の

改
善
な
ど
と
い
っ
た
労
働
環

境
改
善
へ
の
お
力
添
え
を
頂

戴
し
な
が
ら
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
幸
せ
づ
く
り
﹂

に
よ
り
一
層
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
︒

　

こ
の
創
立
70
周
年
記
念
式

典
を
き
っ
か
け
に
︑
全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
一

丸
と
な
っ
て
︑
こ
の
先
の
80

年
目
︑
１
０
０
年
目
を
目
指

し
て
前
進
し
て
い
く
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
て
︑

あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
︒

全
ト
協
　
創
立
70
周
年
記
念
式
典
特
集

坂本会長あいさつ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
５
月
14
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
東
京
で
「
創
立
70
周
年
記
念
式
典
」
を
挙
行
し
た
。
国
会
会
期
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
国
会
議
員
が
出
席
し
た
ほ
か
、
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
代
表
が
集
結
。
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
こ
そ「
国
の
宝
」「
城
」

働
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の
幸
せ
づ
く
り

80
年
目
、１
０
０
年
目
を
目
指
し
て

トラック運送業界のさらなる発展に向けて、坂本克己会長が力強くあいさつを行った

会長・副会長・理事長が壇上に勢揃いし、
粟飯原一平副会長の掛け声とともに乾杯
が行われた

記念式典会場には業界関係者ら800人余りが参集し、
全ト協70周年を盛大に祝った

会場では弦楽四重奏団による演奏も披露された
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物
流
は
︑
我
が
国
の
経
済
活
動
と
国
民
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
す
︒
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
昭
和
23
年
２
月
に
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

し
て
発
足
さ
れ
て
以
降
︑
都
道
府
県
ご
と
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
要
と
な
る
中
央
団
体
と
し
て
︑
戦
後
の
復
興
期
︑
高
度

経
済
成
長
期
等
々
︑
社
会
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
く
中
で
︑
70
年
も
の
期
間
に
わ
た
り
︑
我
が
国
の
経

済
成
長
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑
直
近
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
有
効

求
人
倍
率
が
２
・
８
倍
に
達
す
る
な
ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
︒
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
べ
く
︑
国
土
交
通
省
で
は

﹁
労
働
生
産
性
の
向
上
﹂﹁
多
様
な
人
材
の
確
保
﹂﹁
取
引

環
境
の
適
正
化
﹂
を
三
本
柱
と
し
て
働
き
方
改
革
を
推
進

す
る
な
ど
︑
今
後
と
も
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
︒
引
き
続
き
︑
国
土
交
通
行
政
に
ご
理
解

・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
︒

　

創
立
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
が
︑
新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て
今

後
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
︑
ま
た
︑
本
日
ご
出

席
の
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
す
る
と
と

も
に
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
我
が
国
・
物
流
産
業
の

さ
ら
な
る
前
進
に
寄
与
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
︑
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
設
立
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
︑
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様
に
は
70
年
の
歴
史
の
中
で
大

変
な
ご
努
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
戦
後
の
日
本
経
済
を

立
て
直
し
て
い
く
中
で
︑
貴
業
界
の
果
た
さ
れ
た
役
割
と
い

う
の
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
︒
改
め
て
︑
心
か

ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

昨
今
︑
時
代
の
変
化
が
加
速
し
て
い
く
中
で
︑
そ
れ
に

対
応
す
べ
く
様
々
な
面
で
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
︑

今
が
ま
さ
に
こ
の
劇
的
な
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
を
業
界
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
業
界
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
︑
坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
を
中
心
に
︑
業
界

隆
盛
の
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒

　

日
本
経
済
︑
日
本
社
会
の
発
展
の
た
め
に
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
役
割
を
大
い
に
果
た
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
︒
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
︑
我
が
国
の
経
済
を
支
え
る
皆
様
と
と
も
に
自
由

民
主
党
も
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
こ
と
を
︑
こ
こ
で
お
誓
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
︑
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
創
立
70
周
年
記
念
式
典
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
︑心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け

て
の
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
︑
働
き
方
改
革
関
連
法
案

を
今
国
会
に
提
出
し
︑
現
在
ご
審
議
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒
特
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含
む
自
動
車

運
転
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
取

り
組
み
だ
け
で
な
く
︑
荷
主
企
業
等
の
協
力
が
な
け
れ

ば
︑
働
き
方
改
革
は
進
ん
で
い
き
ま
せ
ん
︒
厚
生
労
働

省
と
い
た
し
ま
し
て
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

環
境
改
善
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
︑
同
法
案
成
立
に
向

け
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
︒

　

こ
の
３
月
に
は
︑ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様
か
ら﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
を
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
国
民
生
活

や
産
業
活
動
の
基
盤
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
よ

り
魅
力
的
な
労
働
環
境
に
な
る
よ
う
に
︑
我
々
も
様
々

な
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
︒
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
︑
労
働
環
境
改
善
の
実
現
に
向

け
︑
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
︑
70
周
年
を
ひ
と
つ
の
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
︑
次
に
向
け
て
大
き
く
前
進
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
ご
期
待
申
し
上
げ
︑
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
創
立
70
周
年
︑
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
︒
70
年
の
歴
史
を
刻
む
に
あ
た
り
︑
歴
代

会
長
や
役
員
の
皆
様
︑
そ
し
て
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
関
係
者
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
︑
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
︒

　

こ
の
日
本
の
経
済
を
担
う
主
要
な
物
流
の
柱
と
し
て
︑

最
も
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
の
が
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
だ

と
思
い
ま
す
︒
私
が
幼
か
っ
た
頃
を
思
い
返
せ
ば
︑
ま
だ

市
街
地
を
荷
馬
車
が
走
っ
て
い
る
と
い
う
光
景
が
あ
り
ま

し
た
︒
主
要
幹
線
国
道
は
︑
舗
装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
︒
そ
う
し
た
中
か
ら
一
歩
一
歩
︑﹁
運
ぶ
道
路
﹂
と

し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
︒

　

我
が
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
に
対
し
ま
し
て
は
︑﹁
よ
り

確
実
で
︑よ
り
安
全
な
輸
送
の
実
現
﹂へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
︒
そ
の
中
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
を
担

う
皆
様
の
経
営
を
安
定
さ
せ
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
様
の
地
位
向
上
を
一
層
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
て
は
︑
何
よ
り
も

政
治
の
安
定
が
重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
︒
自
由
民

主
党
・
公
明
党
の
連
立
政
権
が
し
っ
か
り
と
基
盤
を
整

え
︑
体
制
を
立
て
直
し
︑
そ
し
て
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
べ
く
︑政
策
を
実
行
し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
︒

　

こ
れ
か
ら
の
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
︑
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　
﹁
創
立
70
周
年
記
念
式
典
﹂

の
ご
盛
会
を
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
︑
生
活
と

経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
︑

国
内
物
流
の
基
幹
的
役
割
を
果

た
す
一
方
︑
大
震
災
時
な
ど
自

然
災
害
の
際
も
機
動
力
を
発
揮

し
︑
被
災
地
へ
の
緊
急
物
資
輸

送
を
行
う
な
ど
︑
多
大
な
ご
功

績
に
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
︒

　

貴
協
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
︒

自
由
民
主
党
総
裁 

安
倍 

晋
三

全
ト
協
　
創
立
70
周
年
記
念
式
典
特
集

来賓あいさつ

二
階
俊
博　

自
由
民
主
党
幹
事
長

石
井
啓
一　

国
土
交
通
大
臣

山
口
那
津
男　

公
明
党
代
表

加
藤
勝
信　

厚
生
労
働
大
臣

自
民
党
安
倍
晋
三
総
裁
か
ら
祝
電

坂本会長と全副会長・理事長が金屏風の前に立ち、数多くの参加者を出
迎えた

辻卓史副会長による一本締めで記念式典はフィナーレを迎えた

トラック運送業界の未来の飛躍に向けて、全ての参加者が
心をひとつにした
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衆
議
院

自
由
民
主
党

出 席 国 会 議 員 一 覧

國場 幸之助
［自・比例九州］

櫻田 義孝
［自・千葉8区］

田中 良生
［自・埼玉15区］

石田 真敏
［自・和歌山2区］

石﨑　徹
［自・比例北陸信越］

城内　実
［自・静岡7区］

小島 敏文
［自・比例中国］

笹川 博義
［自・群馬3区］

高橋 ひなこ
［自・比例東北］

棚橋 泰文
［自・岐阜2区］

石破　茂
［自・鳥取1区］

大塚 高司
［自・大阪8区］

小渕 優子
［自・群馬5区］

金田 勝年
［自・秋田2区］

黄川田 仁志
［自・埼玉3区］

後藤 茂之
［自・長野4区］

小寺 裕雄
［自・滋賀4区］

武井 俊輔
［自・宮崎1区］

谷　公一
［自・兵庫5区］

石原 伸晃
［自・東京8区］

大塚　拓
［自・埼玉9区］

梶山 弘志
［自・茨城4区］

後藤田 正純
［自・徳島1区］

谷川 とむ
［自・比例近畿］

岩田 和親
［自・比例九州］

小林 鷹之
［自・千葉2区］

武田 良太
［自・福岡11区］

冨岡　勉
［自・比例九州］

岩屋　毅
［自・大分3区］

神山 佐市
［自・埼玉7区］

小林 史明
［自・広島7区］

田野瀬 太道
［自・奈良3区］

鈴木 淳司
［自・比例東海］

麻生 太郎
［自・福岡8区］

伊藤 也
［自・東京22区］

佐藤 ゆかり
［自・比例近畿］

佐藤 明男
［自・比例北関東］

武村 展英
［自・滋賀3区］

田畑 裕明
［自・富山1区］

田畑　毅
［自・比例東海］

永岡 桂子
［自・比例北関東］

穴見 陽一
［自・大分1区］

伊東 良孝
［自・北海道7区］

江渡 聡徳
［自・比例東北］

上野 宏史
［自・比例南関東］

鴨下 一郎
［自・東京13区］

中谷　元
［自・高知1区］

衛藤 征士郎
［自・大分2区］

奥野 信亮
［自・比例近畿］

川崎 二郎
［自・比例東海］

塩谷　立
［自・静岡8区］

辻　清人
［自・東京2区］

薗浦 健太郎
［自・千葉5区］

甘利　明
［自・神奈川13区］

小倉 將信
［自・東京23区］

斎藤 洋明
［自・比例北陸信越］

平　将明
［自・東京4区］

池田 佳隆
［自・比例東海］

安藤 高夫
［自・比例東京］

小此木 八郎
［自・神奈川3区］

国光 あやの
［自・茨城6区］

高村 正大
［自・山口1区］

土屋 品子
［自・埼玉13区］

高市 早苗
［自・奈良2区］

井上 貴博
［自･福岡1区］

古賀　篤
［自・福岡3区］

田中 英之
［自・京都4区］

中根 一幸
［自・比例北関東］

逢沢 一郎
［自・岡山1区］

赤澤 亮正
［自・鳥取2区］

うえの 賢一郎
［自・滋賀2区］

遠藤 利明
［自・山形1区］

大岡 敏孝
［自・滋賀1区］

井野 俊郎
［自・群馬2区］

井上 信治
［自・東京25 区］

あきもと 司
［自・東京15区］

井林 辰憲
［自・静岡2区］

今枝 宗一郎
［自・愛知14区］

今村 雅弘
［自・比例九州］

小田原 潔
［自・比例東京］

鬼木　誠
［自・福岡2区］

大見　正
［自・比例東海］

大野 敬太郎
［自・香川3区］

神谷　昇
［自・比例近畿］

亀岡 偉民
［自・比例東北］

加藤 勝信
［自・岡山5区］

金子 恭之
［自・熊本4区］

門　博文
［自・比例近畿］

金子 万寿夫
［自・鹿児島2区］

岸田 文雄
［自・広島1区］

木原 誠二
［自・東京20区］

木原　稔
［自・熊本1区］

木村 弥生
［自・比例近畿］

木村 哲也
［自・比例南関東］

木村 次郎
［自・青森3区］

工藤 彰三
［自・愛知4区］

新谷 正義
［自・広島4区］

柴山 昌彦
［自・埼玉８区］

左藤　章
［自・大阪２区］

坂井　学
［自・神奈川５区］

関　芳弘
［自・兵庫3区］

竹本 直一
［自・大阪15区］

竹下　亘
［自・島根2区］

田中 和德
［自・神奈川10区］

橘 慶一郎
［自・富山3区］

髙鳥 修一
［自・新潟6区］

田所 嘉德
［自・茨城1区］

とかしき なおみ
［自・大阪7区］

渡海 紀三朗
［自・兵庫10区］

津島　淳
［自・青森1区］

冨樫 博之
［自・秋田1区］

齋藤　健
［自・千葉7区］

繁本　護
［自・比例近畿］

寺田　稔
［自・広島5区］

野中　厚
［自・埼玉12区］

平井 卓也
［自・香川1区］

中曽根 康隆
［自・比例北関東］

長坂 康正
［自・愛知9区］

中村 裕之
［自・北海道４区］

中山 泰秀
［自・大阪4区］

二階 俊博
［自・和歌山3区］

西村 康稔
［自・兵庫9区］

額賀 福志郎
［自・茨城2区］

橋本　岳
［自・岡山4区］

馳　浩
［自・石川1区］

梨 康弘
［自・茨城3区］

林　幹雄
［自・千葉10区］

原田 憲治
［自・大阪9区］

福井　照
［自・比例四国］

福田 達夫
［自・群馬4区］

平口　洋
［自・広島2区］

根本 幸典
［自・愛知15区］

根本　匠
［自・福島2区］

西村 明宏
［自・宮城3区］

西田 昭二
［自・石川3区］

野田　毅
［自・熊本２区］

（50音順、敬称略。代理出席を含む）

あべ 俊子
［自・岡山3区］

稲田 朋美
［自・福井1区］

江藤　拓
［自・宮崎2区］

加  寛治
［自・長崎2区］

金子 俊平
［自・岐阜4区］

河村 建夫
［自・山口3区］

北村 誠吾
［自・長崎4区］

熊田 裕通
［自・愛知1区］

坂本 哲志
［自・熊本３区］

下村 博文
［自・東京11区］

武部  新
［自・北海道12区］

萩生田 光一
［自・東京24区］

原田 義昭
［自・福岡5区］

平沢 勝栄
［自・東京17区］

福山　守
［自・比例四国］

藤井 比早之
［自・兵庫4区］

上杉 謙太郎
［自・比例東北］

佐々木  紀
［自・石川2区］
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「創立 70周年記念式典」公益社団法人
全日本トラック協会

（50音順、敬称略。代理出席を含む）

堂故　茂
［自・富山］

小宮山 泰子
［衆・比例北関東］

辻元 清美
［衆・大阪10区］

平野 博文
［衆・大阪11区］

増子 輝彦
［参・福島］

福山 哲郎
［参・京都］

藤原　崇
［自・比例東北］

舩田　元
［自・栃木1区］

藤丸　敏
［自・福岡7区］

■内閣
安倍　晋三 ［自・山口4区］
菅　　義偉 ［自・神奈川2区］

■衆議院
赤羽　一嘉 ［公・兵庫2区］
太田　昌孝 ［公・比例北陸信越］
門山　宏哲 ［自・千葉1区］
堀内　詔子 ［自・山梨2区］
松本　　純 ［自・神奈川1区］
山口　俊一 ［自・徳島2区］

■参議院
足立　敏之 ［自・比例］
猪口　邦子 ［自・千葉］
太田　房江 ［自・比例］
佐藤　信秋 ［自・比例］
里見　隆治 ［公・愛知］

【祝電をいただいた議員】

武見 敬三
［自・東京］

こやり 隆史
［自・滋賀］

塚田 一郎
［自・新潟］

佐藤　啓
［自・奈良］

豊田 俊郎
［自・千葉］

馬場 成志
［自・熊本］

藤木 眞也
［自・比例］

舞立 昇治
［自・鳥取］

松島 みどり
［自・東京14区］

中泉 松司
［自・秋田］

宮沢 洋一
［自・広島］

山口 泰明
［自・埼玉10区］

赤羽 一嘉
［公・兵庫2区］

山本 公一
［自・愛媛4区］

山下 貴司
［自・岡山2区］

山田 美樹
［自・比例東京］

山田 賢司
［自・兵庫7区］

石田 祝稔
［公・比例四国］

西田 昌司
［自・京都］

野上 浩太郎
［自・富山］

二之湯 武史
［自・滋賀］

長谷川 岳
［自・北海道］

中西 祐介
［自・徳島・高知］

石井 啓一
［公・比例北関東］

富田 茂之
［公・比例南関東］

中野 洋昌
［公・兵庫８区］

高木 美智代
［公・比例東京］

佐藤 茂樹
［公・大阪3区］

佐藤 英道
［公・比例北海道］

高木 陽介
［公・比例東京］

伊藤　渉
［公・比例東海］

木村 義雄
［自・比例］

衛藤 晟一
［自・比例］

江島　潔
［自・山口］

石井 正弘
［自・岡山］

磯㟢 仁彦
［自・香川］

井原　巧
［自・愛媛］

朝日 健太郎
［自・東京］

足立 敏之
［自・比例］

阿達 雅志
［自・比例］

石井 浩郎
［自・秋田］

赤池 誠章
［自・比例］

上月 良祐
［自・茨城］

佐藤 信秋
［自・比例］

酒井 庸行
［自・愛知］

藤川 政人
［自・愛知］

滝波 宏文
［自・福井］

末松 信介
［自・兵庫］

島村　大
［自・神奈川］

中川 雅治
［自・東京］

三宅 伸吾
［自・香川］

牧野 たかお
［自・静岡］

松村 祥史
［自・熊本］

丸川 珠代
［自・東京］

松下 新平
［自・宮崎］

山田　宏
［自・比例］

吉田 博美
［自・長野］

渡辺 猛之
［自・岐阜］

和田 政宗
［自・宮城］

山本 順三
［自・愛媛］

堀井　巌
［自・奈良］

山本 博司
［公・比例］

山口 那津男
［公・東京］

杉　久武
［公・大阪］

高瀬 弘美
［公・福岡］

谷合 正明
［公・比例］

竹内 真二
［公・比例］

新妻 秀規
［公・比例］

宮崎　勝
［公・比例］

平木 大作
［公・比例］

西田 実仁
［公・埼玉］

熊野 正士
［公・比例］

佐々木 さやか
［公・神奈川］

河野 義博
［公・比例］

堀井　学
［自・北海道9区］

堀内 詔子
［自・山梨2区］

大沼 みずほ
［自・山形］

大野 泰正
［自・岐阜］

金子 原二郎
［自・長崎］

北村 経夫
［自・比例］

太田 房江
［自・比例］

片山 さつき
［自・比例］

小野田 紀美
［自・岡山］

古川 禎久
［自・宮崎3区］

古屋 圭司
［自・岐阜5区］

古川　康
［自・比例九州］

船橋 利実
［自・比例北海道］

細田 健一
［自・比例北陸信越］

細田 博之
［自・島根１区］

盛山 正仁
［自・兵庫1区］

茂木 敏充
［自・栃木5区］

八木 哲也
［自・比例東海］

簗　和生
［自・栃木3区］

吉川 貴盛
［自・北海道2区］

鰐淵 洋子
［公・比例近畿］

和田 義明
［自・北海道5区］

渡辺 博道
［自・千葉6区］

山本 有二
［自・比例四国］

上田　勇
公明党トラック問題
議員懇話会副会長

公
明
党

伊佐 進一
［公・大阪6区］

岡本 三成
［公・比例北関東］

北側 一雄
［公・大阪16区］

井上 義久
［公・比例東北］

太田 昌孝
［公・比例北陸信越］

大口 善德
［公・比例東海］

太田 昭宏
［公・東京12区］

斉藤 鉄夫
［公・比例中国］

礒崎 陽輔
［自・大分］

猪口 邦子
［自・千葉］

大家 敏志
［自・福岡］

関口 昌一
［自・埼玉］

長峯　誠
［自・宮崎］

松山 政司
［自・福岡］

伊藤 孝江
［公・兵庫］

三浦 信祐
［公・神奈川］

高橋 克法
［自・栃木］

牧原 秀樹
［自・比例北関東］

松本 文明
［自・比例東京］

三ツ林 裕巳
［自・埼玉14区］

三ツ矢 憲生
［自・三重4区］

望月 義夫
［自・静岡4区］

三原 朝彦
［自・福岡9区］

宮路 拓馬
［自・比例九州］

松本　純
［自・神奈川1区］

宮下 一郎
［自・長野5区］

松本 洋平
［自・東京19区］

武藤 容治
［自・岐阜3区］

宮内 秀樹
［自・福岡４区］

宮澤 博行
［自・静岡3区］

宮川 典子
［自・比例南関東］
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平成8年

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事

業
実
施
機
関
の
指
定
を
受
け
る

平成24年

公労協のストに対し、トラックが大車輪の活
躍。福田赳夫生活物資等確保緊急連絡本部長

（当時の国務大臣）から感謝状を受ける

国鉄のトラック事業への参入反対集会

ト
ラ
ッ
ク
会
館
新
館
が
完
成

トラックドライバー・コンテスト初の
全国大会を開催

東京・渋谷で開催された
「トラックの日」フェスティバル

全ト協に「燃料高騰対策本部」を設置し、燃
料サーチャージの導入促進を図る

自民党本部で「燃料価格高騰経営危機突破
全国総決起大会」を開催

24年4月1日から全ト協が
公益社団法人に、貨物自動
車運送事業振興センター
が公益財団法人に移行

初めて開催されたトラック運送事業の年次大会

社団法人になった当時の
日本トラック協会職員

阪神・淡路大震災に際し、全
国の都道府県トラック協会あ
げて緊急・救援物資輸送にあ
たり、動員された車両は1万２
千台にのぼった。
東京・四谷のトラック会館には
「兵庫県南部地震災害対策
中央本部」を設置した

東日本大震災で東北地方を中心にトラック運
送事業者にも甚大な被害。トラックによる緊
急輸送も過去最大規模となる

完
成
し
た
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の

殿
堂
、
ト
ラ
ッ
ク
会
館

「運輸事業の振興の助成に関する法律」
を賛成多数で可決した衆議院本会議㊨と
参議院本会議㊧

地上11階、地下1階建ての
「全日本トラック総合会館」 ※肩書きは当時

西
新
宿
の
高
層
ビ
ル
街
の
一
角
に
あ
る
新
宿
エ
ル

タ
ワ
ー
19
階
に
移
転

平成15年にスタートした、「トラック
の森」づくり事業

熊
本
地
震
発
生
直
後
か
ら
緊

急
物
資
輸
送
を
実
施

昭和32年

昭和37年 昭和29年

昭和50年

昭和52年

昭和36年
昭和44年

平成14年

トラック会館
災害対応

運輸事業振興助成法

トラックの日

ト
ラ
ッ
ク
の
森

ドラコン

平成8年から全国トラック運送事業者大会が開催されている。
第１回は福岡県で開催された（全体会議の様子）

平成7年

平成23年

平成28年

平成25年

平成7年

平成26年

平成2年

平成24年

平成15年

平成5年

第34回全国トラックドライバー・コンテストの
各部門優勝者が、ドライバー・コンテスト史
上初めて小泉純一郎内閣総理大臣を表敬訪問
し、優勝の報告を行う

「
写
真
で
見
る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
70
年
史
」

ダイジェスト

1948

2018

く
ら
し
と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
て

70th A
nniversary Japan T

rucking A
ssociation
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ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
い

て
は
︑
こ
れ
ま
で
の
商
慣
習

に
よ
り
︑
積
込
み
・
取
卸
し

作
業
︑
荷
主
都
合
に
よ
り
生

じ
た
待
機
時
間
︑
倉
庫
で
の

棚
入
れ
等
の
附
帯
作
業
︑
な

ど
に
係
る
コ
ス
ト
の
負
担
が

不
明
確
と
な
っ
て
お
り
︑
こ

れ
ら
に
係
る
対
価
が
支
払
わ

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

第
10
条
第
１
項
に
よ
り
︑
運

送
約
款
に
つ
い
て
は
︑
国
土

交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
︑
標
準

運
送
約
款
に
つ
い
て
は
︑国
土

交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
た

も
の
と
み
な
す
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
ま
す（
同
条
第
３
項
）︒

　

こ
の
た
め
︑
標
準
運
送
約

款
を
用
い
る
場
合
に
は
︑
特

段
認
可
を
受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
︒

　

多
く
の
事
業
者
で
は
︑
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
許

可
に
際
し
て
︑
標
準
運
送
約

款
を
使
用
す
る
こ
と
を
選
択

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
課
題

と
な
る
中
︑
ま
た
︑
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
限
ら
れ
た
時
間
が
有
効

に
活
用
さ
れ
︑
効
率
的
な
運

送
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
積
込
み
・
取
卸

し
︑待
機
等
に
係
る
時
間
（
手

間
）
が
長
く
な
っ
た
り
︑
棚

入
れ
や
ラ
ベ
ル
貼
り
等
の
付

加
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
ド
ラ
イ

バ
ー
が
行
う
こ
と
に
な
れ
ば
︑

そ
れ
に
伴
い
︑
付
加
的
な
コ

ス
ト
が
か
か
る
︑
ま
た
は
︑

効
率
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
付
加
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ
れ
る

場
合
に
︑
そ
れ
に
伴
う
コ
ス

ト
が
明
確
に
な
っ
て
お
ら
ず
︑

サ
ー
ビ
ス
を
追
加
し
て
も
全

体
の
支
払
金
額
が
変
わ
ら
な

い
状
態
で
は
︑荷
主
側
に
は
︑

効
率
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

れ
な
い
場
合
が
生
じ
や
す
く

な
っ
て
い
ま
し
た
︒

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善

し
て
い
く
た
め
に
︑
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
し
た
対
価
を
収
受

す
る
環
境
を
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
運
送
の
対
価

で
あ
る
﹁
運
賃
﹂
と
積
込
料

　

標
準
運
送
約
款
に
つ
い
て

は
︑
昨
年
改
正
が
行
わ
れ
︑

昨
年
11
月
か
ら
改
正
後
の
も

の
が
標
準
運
送
約
款
と
な
っ

て
お
り
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
従
来
か
ら
標

準
運
送
約
款
を
使
用
さ
れ
て

い
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
︑

昨
年
11
月
か
ら
︑
自
動
的
に

改
正
後
の
標
準
運
送
約
款
の

効
果
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
（
独
自
運
送
約
款
の
認

可
を
受
け
た
場
合
を
除
き
ま

す
）︒

　

改
正
後
の
標
準
運
送
約
款

に
お
い
て
は
︑待
機
時
間
料
︑

積
込
料
︑
取
卸
料
等
の
料
金

を
設
定
す
る
旨
が
規
定
さ
れ

が
働
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
︒

　

一
方
︑
運
送
の
対
価
と
運

送
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
価

を
区
分
し
て
︑
運
送
以
外
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
対
価
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
明
確
に

な
る
と
︑
例
え
ば
︑
今
後
︑

さ
ら
に
付
加
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
追
加
さ
れ
た
場
合
に
は
︑

そ
れ
に
伴
い
コ
ス
ト
が
生
じ

る
こ
と
が
︑
荷
主
側
に
も
示

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
︒

や
待
機
時
間
料
と
い
っ
た
運

送
以
外
の
役
務
の
対
価
で
あ

る
﹁
料
金
﹂
の
範
囲
を
明
確

化
し
︑﹁
運
賃
﹂
と
﹁
料
金
﹂

を
別
建
て
で
収
受
で
き
る
よ

う
︑
標
準
貨
物
自
動
車
運
送

約
款
の
改
正
を
昨
年
11
月
に

行
い
ま
し
た
︒

て
お
り
︑
新
た
に
設
定
す
る

待
機
時
間
料
等
の
料
金
に
つ

い
て
は
︑
事
後
に
届
出
を
行

っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
︒

　

ま
だ
︑
改
正
後
の
標
準
運

送
約
款
に
基
づ
く
待
機
時
間

料
︑
積
込
料
︑
取
卸
料
等
の

料
金
の
届
出
を
さ
れ
て
い
な

い
場
合
に
は
︑
速
や
か
に
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

　

な
お
︑
届
出
さ
れ
た
後
に

変
更
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

に
は
︑
再
度
︑
事
後
届
出
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
す
が
︑
変
更
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
︒

　

加
え
て
︑
契
約
の
書
面
化

の
取
り
組
み
と
併
せ
て
考
え

る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
︑
付

加
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ

れ
た
場
合
の
追
加
的
な
対
価

の
不
払
い
な
ど
に
関
す
る
下

請
法
や
独
占
禁
止
法
の
適
用

の
観
点
か
ら
も
︑
こ
う
し
た

両
者
を
区
分
し
て
明
確
に
設

定
し
て
お
く
こ
と
は
意
味
を

有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
契
約
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
付
加
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
後
か
ら
対
価
な
し
に

提
供
す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ

た
場
合
等
に
は
︑
当
該
強
要

す
る
行
為
は
︑
独
占
禁
止
法

や
下
請
法
の
違
反
と
な
る
場

合
も
あ
り
え
ま
す
が
︑
契
約

で
運
送
や
付
加
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
範
囲
が
決
め
ら
れ
て
い

る
︑
付
加
的
な
サ
ー
ビ
ス
に

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
が
明

確
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
に

よ
り
︑
よ
り
該
当
性
の
判
断

が
し
や
す
く
な
る
面
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
︒

　

標
準
運
送
約
款
以
外
の
独

自
運
送
約
款
の
認
可
を
受
け

て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
︑

前
述
の
₁
～
₃
の
趣
旨
を
踏

ま
え
︑
運
送
の
対
価
と
運
送

以
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
を

区
分
し
て
︑
運
賃
と
料
金
と

を
設
定
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
待
機
時
間
料
︑

積
込
料
︑
取
卸
料
︑
附
帯
作

業
料
等
に
つ
い
て
は
料
金
と

し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
と

な
り
ま
す
︒

　

昨
年
11
月
の
標
準
運
送
約

款
の
改
正
の
際
に
︑
前
述
の

趣
旨
が
必
ず
し
も
反
映
さ
れ

て
い
な
い
形
で
独
自
運
送
約

款
の
認
可
を
受
け
て
い
る
場
合

（
例
：
改
正
前
の
標
準
運

送
約
款
）
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
︑
前
述
の
趣
旨
を
踏

ま
え
︑
で
き
る
だ
け
早
期
に

現
行
（
改
正
後
）
の
標
準
運

送
約
款
の
使
用
に
加
え
て
前

述
の
₂
で
述
べ
た
よ
う
な
料

金
変
更
等
の
届
出
を
行
う

等
︑
適
切
に
対
応
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
︒

　

平
成
29
年
11
月
４
日
に
標
準
貨
物

自
動
車
運
送
約
款
（
以
下
「
新
標
準

約
款
」
と
い
う
）
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
現
在
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
お
よ
び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
、
国
土
交
通
省
の
ご
協
力

の
も
と
、
会
員
事
業
者
へ
の
周
知
と

新
標
準
約
款
に
基
づ
く
運
賃
・
料
金

の
変
更
届
出
の
促
進
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
変
更
届

出
の
届
出
率
が
５
月
11
日
現
在
で
44

・
５
％
（
国
土
交
通
省
調
べ
）
と
低

い
こ
と
か
ら
、
今
回
、
国
土
交
通
省

自
動
車
局
の
平
嶋
隆
司
貨
物
課
長
よ

り
「
標
準
運
送
約
款
改
正
に
伴
う
運

賃
・
料
金
の
変
更
届
出
を
行
う
必
要

性
に
つ
い
て
」
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
、
国
土
交
通
省
で

は
旧
約
款
を
独
自
約
款
と
し
て
認
可

を
受
け
た
事
業
者
が
、
今
後
、
新
標

準
約
款
を
適
用
す
る
場
合
の
「
運
賃

料
金
設
定
（
変
更
）
届
出
書
」
の
様

式
例
を
新
た
に
作
成
し
、
地
方
運
輸

局
等
に
対
し
て
通
知
し
た
。

4 

独
自
運
送
約
款
の
認
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

2 

標
準
運
送
約
款
改
正
に
伴
う

運
賃
・
料
金
の
変
更
届
出
に
つ
い
て

3 

改
正
後
の
標
準
運
送
約
款
に
基
づ
き

料
金
等
を
設
定
す
る
こ
と
の
意
義

平嶋 隆司
国土交通省

自動車局貨物課長

［寄稿］国土交通省自動車局　平嶋 隆司貨物課長

「標準運送約款改正に伴う運賃・料金の変更届出を行う必要性について」
1 

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
改
正
の
趣
旨

独自約款の認可を既に受けている事業者が標準約款を使用する場合
ここにチェックし、届出

運賃料金変更届出書の様式例（全ト協ホームページよりダウンロード可）
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大
手
を
は
じ
め
運
送
事
業
者

は
︑
今
年
３
月
決
算
の
業
績
が
全

体
的
に
好
調
で
あ
る
︒
特
に
利
益

面
で
好
業
績
の
事
業
者
が
増
え
て

い
る
︒
そ
の
一
番
の
理
由
は
︑
こ

の
間
の
運
賃
料
金
の
値
上
げ
で
あ

る
︒
昨
年
は
︑
宅
配
便
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
改
善
に
一
般
の
関

心
が
高
ま
っ
た
︒
さ
ら
に
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
深
刻
化
は
︑
宅
配

便
に
限
ら
ず
運
賃
料
金
値
上
げ
に

対
す
る
荷
主
の
理
解
を
促
進
し

た
︒
そ
こ
で
大
手
事
業
者
を
中
心

に
運
賃
料
金
の
値
上
げ
が
進
み
︑

業
績
が
向
上
し
た
︒

　

例
え
ば
︑
日
銀
企
業
短
観
の
２

０
１
７
年
度
に
お
け
る
﹁
運
輸
・

郵
便
﹂
の
売
上
高
経
常
利
益
率
は

７
・
28
％
で
︑
非
製
造
業
全
体
の

４
・
76
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑
同
じ
く
日
銀
短
観
の

販
売
価
格
判
断
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
で

も
︑
運
輸
・
郵
便
は
プ

ラ
ス
６
と
高
水
準
で
︑

こ
れ
は
﹁
今
後
も
値
上

げ
が
続
く
﹂
と
い
う
見

方
を
し
て
い
る
経
営
者

が
多
い
こ
と
を
表
し
て

い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
日
銀
の
企

業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格

指
数
（
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）
を

み
る
と
︑﹁
道
路
貨
物
輸
送
﹂

の
指
数
の
上
昇
が
目
立
つ
︒﹁
道

路
貨
物
輸
送
﹂
の
２
月
確
報
値

は
︑
２
０
１
０
年
平
均
に
対
し

て
１
０
８
・
０
で
あ
る
︒
こ
れ
は

前
年
同
月
比
で
は
１
・
７
ポ
イ

ン
ト
︑
前
月
比
で
は
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
の
上
昇

で
あ
る
︒
運
賃

料
金
の
改
定
は

新
年
度
か
ら
が

多
い
の
で
︑
４

月
の
確
報
値
が

出
る
と
︑
さ
ら

に
高
い
指
数
に

な
る
だ
ろ
う
︒

　

こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
を
も
っ
て
︑

一
部
か
ら
は

﹁
運
輸
は
脱
デ

フ
レ
の
優
等

生
﹂
と
い
っ
た

表
現
も
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て

き
た
︒
だ
が
︑

本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
︒

　

ま
ず
︑
運
賃
料
金
の
値
上
げ

と
い
っ
て
も
︑
中
小
事
業
者
に

関
し
て
は
な
か
な
か
難
し
い
の

が
実
態
だ
︒
業
界
全
体
か
ら
み

る
と
︑
値
上
げ
交
渉
を
ま
だ
行

っ
て
い
な
い
中
小
事
業
者
が
少

な
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
そ
も
そ
も
の
デ
フ
レ
構

造
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
︑

こ
れ
ま
で
が
﹁
運
輸
は
デ
フ
レ
の

一
要
因
だ
っ
た
﹂
と
い
う
見
方
も

で
き
る
︒
業
界
構
造
の
変
化
が
運

賃
料
金
の
値
下
げ
を
容
易
に
し
︑

製
造
業
や
流
通
業
の
低
価
格
政
策

を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
︒
そ
れ

を
可
能
に
し
て
い
た
基
底
的
要
因

は
︑
現
場
で
働
く
ド
ラ
イ
バ
ー
を

は
じ
め
従
業
員
の
長
時
間
労
働
と

低
賃
金
だ
っ
た
︒
だ
が
︑﹁
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
︑
デ
フ
レ
を
可
能
に
し

て
い
た
条
件
の
一
つ
が
崩
壊
し
た
﹂

と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
︒

　

そ
の
よ
う
な
見
方
を
す
れ
ば
︑

昨
今
の
大
手
事
業
者
を
は
じ
め
と

す
る
運
賃
料
金
の
値
上
げ
は
︑﹁
異

常
﹂
が
常
態
化
し
て
い
た
取
引
か

ら
︑﹁
正
常
﹂
な
取
引
条
件
に
戻

そ
う
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
︒

つ
ま
り
︑﹁
運
輸
は
デ
フ
レ
脱
却
の

優
等
生
﹂
な
の
で
は
な
く
︑﹁
デ

フ
レ
の
一
要
因
か
ら
の
脱
却
﹂
を

図
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
︒

　

ま
だ
運
賃
料
金
交
渉
を
躊
躇
し

て
い
る
中
小
事
業
者
も
い
る
︒
運

賃
料
金
交
渉
は
経
営
改
善
だ
け
で

な
く
︑
デ
フ
レ
脱
却
を
実
現
す
る

道
で
も
あ
る
︒

第
209
回

「デフレ要因」からの脱却を

　

国
土
交
通
省
は
︑
睡
眠
不

足
の
乗
務
員
を
乗
務
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
化

す
る
た
め
︑﹁
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
﹂

を
改
正
し
︑
今
年
６
月
１
日

に
施
行
す
る
︵
図
１
︶︒

　

国
交
省
で
は
︑
同
規
則
改

正
に
先
立
ち
︑
今
年
３
月
２

日
～
３
月
31
日
の
期
間
で
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る

意
見
募
集
を
実
施
︒
募
集
期

間
中
に
︑
16
件
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
︒

　

こ
こ
で
は
︑
国
交
省
に
寄

せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
と
︑

そ
れ
に
対
す
る
国
交
省
の
考

え
方
に
つ
い
て
︑
一
部
を
紹

介
す
る
︵
図
２
︶︒

︻
解
説
︼
昨
今
の
経
営
環
境
が
厳
し

Ａ�

均
等
法
の
差
別
禁
止
事
項

や
職
安
法
の
個
人
情
報
保

護
に
違
反
の
恐
れ
が

　

先
日
、
あ
る
国
会
議
員
が
、
働

き
方
改
革
関
連
法
案
を
議
論
す
る

会
合
の
席
上
、
保
育
園
を
運
営
す

る
自
身
の
経
験
と
し
て
、
採
用
し
た

看
護
師
が
１
か
月
後
す
ぐ
に
妊
娠
を

理
由
に
産
休
に
入
り
た
い
と
申
し
入

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
「『
人
手
不
足

で
募
集
し
た
の
に
、
そ
れ
は
違
う
だ

ろ
』
と
い
っ
た
瞬
間
に
労
働
基
準
監

督
署
に
駆
け
込
ん
だ
」
と
話
し
、
マ

タ
ハ
ラ
発
言
で
問
題
だ
と
報
道
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
採

用
直
後
に
産
休
と
い
う
の
は
会
社
に

と
っ
て
困
る
の
も
事
実
で
す
か
ら
、

募
集
の
際
に
結
婚
や
出
産
の
予
定
を

聞
き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
や
は

り
ま
ず
い
で
し
ょ
う
か
。

 第160回 

採用面接時に、女性応
募者に結婚や出産の予
定を聞くのは問題か

い
中
︑
企
業
︑
と
り
わ
け
中
小
零
細

企
業
に
と
っ
て
︑
採
用
直
後
に
産
前

産
後
休
業
を
と
ら
れ
る
の
は
困
る
と

い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
り
︑

ま
さ
に
本
音
で
し
ょ
う
︒
か
と
い
っ
て

女
性
応
募
者
に
対
し
︑
結
婚
や
出
産

の
予
定
を
聞
く
の
は
や
は
り
問
題
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
︒
つ

ま
り
︑
そ
の
よ
う
な
行
為
は
︑
ま
さ

に
男
女
差
別
の
問
題
に
直
結
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
採
用
面
接
時
の
マ
タ

ハ
ラ（
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）は
︑

直
接
差
別
と
し
て
︑
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
第
５
条
の
募
集
・
採
用
に
つ

い
て
の
﹁
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別

の
禁
止
﹂に
触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
男

女
差
別
禁
止
指
針
﹂（
労
働
者
に
対

す
る
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁

止
等
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る
事
項

に
関
し
︑
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す

る
た
め
の
指
針
︒
平
成
18
年
厚
生
労

働
省
告
示
６
１
４
号
）
で
︑
具
体
的

な
禁
止
事
項
と
し
て
﹁
採
用
選
考
に

お
い
て
︑
能
力
及
び
資
質
の
有
無
等

を
判
断
す
る
場
合
に
︑
そ
の
方
法
や

基
準
に
つ
い
て
男
女
で
異
な
る
取
扱

い
を
す
る
こ
と
﹂
を
挙
げ
て
お
り
︑

そ
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
︑﹁
採
用
面

接
に
際
し
て
︑
結
婚
の
予
定
の
有
無
︑

子
供
が
生
ま
れ
た
場
合
の
継
続
就
労

の
希
望
の
有
無
等
一
定
の
事
項
に
つ

い
て
女
性
に
対
し
て
の
み
質
問
す
る

こ
と
﹂
を
禁
止
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
職
業
安
定
法
が
昨
年
改
正

さ
れ
︑
今
年
の
１
月
よ
り
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
︑そ
の
５
条
の
４
で
︑﹁
労

働
者
募
集
を
行
う
者
﹂
は
︑求
職
者
︑

応
募
者
の
個
人
情
報
の
収
集
・
保
管

・
使
用
に
当
た
っ
て
は
︑﹁
そ
の
業
務

の
目
的
に
必
要
な
範
囲
内
﹂
で
収
集

し
︑
保
管
し
︑
使
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
︒
す
で
に
お

分
か
り
の
よ
う
に
︑
結
婚
・
出
産
予

定
な
ど
は
明
ら
か
に
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
属
す
る
情
報
で
あ
り
︑
到

底
﹁
そ
の
業
務
の
目
的
に
必
要
な
個

人
情
報
﹂
と
は
い
え
ま
せ
ん
︒
場
合

に
よ
っ
て
は
こ
の
５
条
の
４
に
抵
触
し

か
ね
ず
︑
法
違
反
の
恐
れ
も
あ
り
ま

す
の
で
︑
要
注
意
で
す
︒

　

最
近
︑
特
に
妊
娠
・
出
産
に
対
す

る
嫌
が
ら
せ
な
ど
︑
い
わ
ゆ
る
職
場

に
お
け
る
マ
タ
ハ
ラ
が
非
常
に
多
発

し
て
お
り
︑
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑
厚
労
省
で
は
︑

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
育
児
・

介
護
休
業
法
を
は
じ
め
︑
前
述
の
指

針
や
︑﹁
事
業
主
が
職
場
に
お
け
る

妊
娠
︑
出
産
等
に
関
す
る
言
動
に
起

因
す
る
問
題
に
関
し
て
雇
用
管
理
上

講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
の
指
針
﹂

（
平
成
28
年
厚
生
労
働
省
告
示
３
１

２
号
）
な
ど
に
よ
り
事
業
場
に
対
す

る
マ
タ
ハ
ラ
防
止
対
策
を
指
導
し
て

い
ま
す
の
で
︑
そ
う
し
た
意
味
で
も

慎
重
な
対
応
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
︒

図2  意見の概要および国土交通省の考え方
意見の概要 国交省の考え方

「解釈運用通達」の変更に関しては、施行までに猶
予期間を設けるべきではないか。

「旅客自動車運送事業運輸規則の解釈及び運用について」及び「貨物自動車運送
事業輸送安全規則の解釈及び運用について」の改正については、４月下旬の発出から
約１か月後の６月１日に施行することとしております。

　これまでも事業者が運転者を乗務させてはならない事
由として「疾病、疲労その他の理由により安全な運転
をし、又はその補助をすることができないおそれがある」
と規定しており、その「その他の理由」には睡眠不足
が含まれていたため、今回の改正は不要ではないか。

　これまでも運転者を乗務させてはならない「その他の理由」の中に睡眠不足は含まれ
ていましたが、今回の改正においてこれを省令上明記することで、睡眠不足で運転をし
てはならないことや睡眠の重要性を事業者や運転者の方々に認識していただけると考えま
す。
　また、点呼の際に睡眠不足により安全な運転をすることができないおそれがあるか否か
について確認することを明確にし、さらにその結果点呼簿に睡眠状況の結果を記載するこ
ととすることで、運転者の睡眠不足の状況が確実に確認されるようになるものと考えます。

　点呼時に運転者が睡眠不足を感じなくても乗務開始
後に眠気を感じる可能性もあるため、乗務開始後も申
告させることができるようにすべきではないか。

　輸送の安全の確保の観点から、運転者は、睡眠不足等の理由により安全な運転をす
ることができないおそれがあるときは事業者に申し出ることとされており、現行制度でも運
転者が乗務開始後に眠気を感じたときの申告を妨げるものではありません。

　睡眠不足により安全な運転をすることができないおそ
れがあるか否かの判断は運転者の自己申告によること
となるのか。睡眠時間が一定時間以下であった場合
は乗務させない等の基準を設けてはどうか。

　睡眠不足により安全な運転をすることができないおそれがあるか否かの判断は運転者の
自己申告や、運行管理者等から見て普段の様子と違うところがないかどうか等から総合的
に判断することとなります。
　なお、今回の改正では、運転者により睡眠時間が何時間必要かは個人差があるため、
睡眠時間が一定時間以下であった場合は乗務させない等の基準を設けないこととします。

　運転者が睡眠不足か否かについて、睡眠不足であ
るにもかかわらず睡眠不足ではないと嘘の申告をする可
能性があるため、この改正に意味はないのではないか。

　運転者が睡眠不足ではないと申告している場合であっても、運行管理者等が当該運
転者の普段の様子等から考慮して睡眠不足であると判断する場合には、当該運転者を
乗務させてはならないこととなります。
　また、今回の改正により、睡眠不足で運転をしてはならないことや睡眠の重要性を運
転者の方々に認識していただけるものと考えます。

　きちんと休息期間が設けられているはずであるにもか
かわらず、睡眠不足であると申告される場合はどうしたら
よいか。

　輸送の安全の確保の観点から、運転者から睡眠不足である旨の申告があった場合は
当該運転者を乗務させてはなりません。
　また、事業者が改善基準告示を遵守した休息期間を設けている場合であっても、運転
者の睡眠時間が十分ではない場合には、運転者に対して乗務の前日にはきちんと睡眠を
とるよう指導を行う等の対応が必要であると考えます。

　運転者から睡眠不足により安全な運転ができないお
それがあると申告があった場合は、点呼簿に記録する
とともに、運転者から睡眠不足であると申告があった際
に当該運転者を乗務から外すこととすべきではないか。

　点呼簿の記録事項については、今回の改正により運転者の睡眠不足の状況につい
て記載が必要になります。
　また、睡眠不足により安全な運転をし、又はその補助をすることができないおそれがあ
る乗務員を乗務させてはならないことが省令上明記されます。

　運転者が睡眠不足であって、さらに交替運転者が見
つからないような場合には事業者が運行義務を免れるこ
とを明記してほしい。

　まずは運転者が睡眠不足とならないよう日頃から指導を行うことや、十分な休息期間を
設けていただくことが必要と考えます。
　その上で、運転者が睡眠不足により乗務することができないこととなる場合に備え、交
替運転者を適切に配置いただきますようお願いいたします。

　点呼簿への睡眠不足の状況の記録については、点
呼簿の既存の記録事項である運転者の疾病、疲労の
状況とは別に記録することとすべきではないか。

　点呼の際に睡眠不足により安全な運転をすることができないおそれがあるか否かについ
て確認がなされ、その結果点呼簿に睡眠不足の状況が記載されているものであれば、点
呼簿の記録方法は問いません。

　公布から施行までが短期間のため、点呼簿に睡眠
不足の状況についての記録欄を設ける変更が間に合
わない可能性がある。また、既に印刷してしまった睡
眠不足の状況についての記録欄がない点呼簿が無駄
になる可能性がある。

　点呼簿の様式は特に定めておりませんので、睡眠不足の状況についての記録欄があ
る点呼簿の用意が施行までに間に合わない場合や、睡眠不足の状況についての記録欄
がない点呼簿がまだ余っている場合は、その余白部分に睡眠不足の状況について確認し
た結果を記入していただくことが可能です。

「貨物自動車運送事業輸送安全規則」改正内容（概要）
・ 貨物自動車運送事業者（以下「事業者」という）が乗務

員を乗務させてはならない事由等として、睡眠不足を追
加

・ 事業者が乗務員の乗務前等に行う点呼において、報告
を求め、確認を行う事項として、睡眠不足により安全な
運転をすることができないおそれの有無を追加

・ 運転者が遵守すべき事項として、睡眠不足により安全な
運転をすることができない、または継続することができ
ない等のおそれがあるときは、その旨を事業者に申し出
ることを追加

・ 点呼時の記録事項として、睡眠不足の状況を追加

国 

交 

省

図1

睡眠不足による事故防止を目指して
6月 1日から改正輸送安全規則施行

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

結
果
を
公
表
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食
　
文
　
化

ほ
ん
の
ヒ
ト
コ
マ
［第20回］

「町制施行70年のときに造られた記念橋というのは？」「これです。」

130「
う
な
ぎ
文
化
を
楽
し
む
」 

東
西
の
味
合
体
、岡
谷
の
う
な
重

　

国
道
20
号
と
中
央
自
動
車

道
に
挟
ま
れ
た
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
は
︑
諏
訪
湖
︒
地
学
的
に

も
︑
中
央
構
造
線
と
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
の
糸
魚
川
静
岡
線

が
交
差
す
る
地
で
あ
り
︑
湖

に
流
れ
込
む
川
は
30
本
余

り
︑
流
れ
出
す
の
は
天
竜
川

一
本
だ
け
と
︑
相
当
に
劇
的

な
地
形
だ
︒

　

魚
類
も
多
く
︑
湖
畔
の
岡

谷
は﹁
う
な
ぎ
の
ま
ち
岡
谷
﹂

を
う
た
い
︑
夏
の
土
用
丑
の

日
な
ら
ぬ
﹁
寒
の
土
用
丑
の

日
﹂
を
提
唱
す
る
ほ
ど
に
う

な
ぎ
に
愛
着
し
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
諏
訪
湖
の
う
な
ぎ

の
出
入
口
は
天
竜
川
だ
け
だ

か
ら
︑
江
戸
時
代
か
ら
昭
和

の
後
半
ま
で
︑
大
が
か
り
な

簗や
な

が
つ
く
ら
れ
て
い
た
︒

　

そ
の
簗
の
あ
っ
た
場
所
に

井
戸
水
で
身
を
締
め
る
︒

　

う
な
ぎ
の
扱
い
方
で
驚
い

た
の
は
︑
背
開
き
で
︑
直
焼

き
に
し
て
い
る
こ
と
︒
ご
存

じ
の
よ
う
に
関
東
は
背
開
き

だ
︒
武
士
の
多
か
っ
た
江
戸

で
は
切
腹
を
連
想
さ
せ
る
か

ら
と
腹
に
は
包
丁
を
入
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
︒
一
方
︑
関

西
は
腹
開
き
︒
こ
ち
ら
は
町

人
文
化
で
﹁
腹
を
割
っ
て
話

て
い
る
の
だ
︒

　

で
は
︑
う
な
重
を
い
た
だ

こ
う
︒
蒸
さ
な
い
分
︑
皮
が

硬
そ
う
に
思
え
る
が
︑
歯
応

え
は
ち
ょ
う
ど
よ
く
︑
身
は

軽
や
か
に
歯
に
当
た
っ
て
い

い
具
合
︒
東
西
の
食
文
化
は

い
つ
も
対
比
さ
れ
る
け
れ
ど
︑

東
西
融
合
︑
東
西
合
体
と
い

う
食
文
化
も
こ
た
え
ら
れ
な

い
︒ 

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

建
っ
て
い
る
の
が
﹁
や
な
の
う

な
ぎ
観
光
荘
﹂︒
県
道
14
号

と
天
竜
川
の
間
に
挟
ま
れ
た

と
て
も
細
長
い
建
物
で
︑
入

口
は
県
道
沿
い
︑
座
っ
た
席

の
窓
の
直
下
は
滔と

う
と
う々

と
流
れ

る
天
竜
川
と
い
う
立
地
だ
︒

　

天
然
も
の
を
守
る
意
味
も

あ
っ
て
︑
う
な
ぎ
は
静
岡
県

吉
田
町
︑
愛
知
県
豊
橋
市
か

ら
旬
を
選
ん
で
取
り
寄
せ
︑

そ
う
﹂
と
い
う
意
味
が
あ
る

ら
し
い
︒

　

焼
き
方
に
も
東
西
に
違
い

が
あ
り
︑
関
東
で
は
白
焼
き

に
し
て
蒸
し
︑
た
れ
を
付
け

て
再
び
焼
く
︒
関
西
は
白
焼

き
に
た
れ
を
付
け
れ
ば
で
き

あ
が
り
︒
通
常
は
裂
き
方
と

焼
き
方
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
も
の
だ
が
︑
観
光
荘
で
は

東
西
の
技
術
を
ミ
ッ
ク
ス
し

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜信号編〜
	 【解 答】２面に問題

❶	×（施行令第2条第1項）赤色の灯火の信号
の場合、車両等は停止位置を越えて進行しては
ならず、交差点に接近していて安全な停止がで
きない場合はそのまま進行することができると
いう規定はない。
※下線の例外規定が設けられているのは、黄色
信号の場合である。		

❷	×（施行令第2条第1項）黄色の灯火の点滅
信号の場合は、車両も歩行者も他の交通に注意
して進行することができる。

❸	×（施行令第2条第1項）赤色の灯火の点滅
信号の場合は、車両は停止位置で一時停止しな
ければならないが、歩行者は他の交通に注意し

て進行することができる。

❹	○（施行令第2条第1項）青色の灯火の矢印
信号の場合は、車両（軽車両や2段階右折の原
付を除く）は黄色の灯火又は赤色の灯火の信号
にかかわらず、矢印の方向に進むことができる。

❺	×（施行令第2条第1項）黄色の灯火の矢印
信号は、路面電車用の信号であり、車両や歩行
者は進行することができない。

『
祝
70
周
年
』

平成30年度 中央近代化基金融資推薦申込公募
　全日本トラック協会ではこのたび、平成30年度中央近代化
基金融資（「補完融資」・「燃料費対策特別融資」）の申込受
付を開始する。
　この融資は、全ト協からの利子補給により、長期低利の融
資を推進し、トラック運送事業者の近代化･合理化を図るた

めに行われる。
　申し込みに必要な書類や融資条件の詳細等については、
全ト協ホームページに掲載の公募要綱を参照のこと。問い合
わせは、各都道府県トラック協会または全ト協経営改善事業
部（☎03-3354-1056）へ。

第42回　補完融資
❖公募推薦総枠
　30億円
❖公募期間
　平成30年6月15日（金）から平成30年11月30日（金）まで
（ただし、公募枠の30億円に達し次第、申し込みの受付を
締め切る）
❖推薦対象者
　各都道府県トラック協会（以下「地方ト協」という）に
加入している貨物自動車運送事業法の許可を受けた運送
事業者、その共同体およびその持株会社（傘下の貨物自
動車運送事業者に係る資金調達を行う者に限る）（以下
「事業者」という）であって、株式会社商工組合中央金庫
（以下「商工中金」という）または商工中金の代理店の取
引資格があるもの（予定を含む）。
❖対象事業
①�トラックターミナル・配送センター等の物流施設の整備
に要する資金
・�近代化・合理化のための事務機器等の設置購入に要
する資金を含む
・「補修・改修」に要する資金を含む
②人材確保および生産性向上のための設備

・�福利厚生施設の整備に要する資金［男女別施設（トイ
レ・更衣室・休憩室等）を含む］
・�荷役機械購入に要する資金（テールゲートリフターの
設置を含む）���※車両購入および改造は除く

❖融資限度
　事業規模が1億円以上の大規模プロジェクトで、申込会
員の平成30年度以降の投資額の30％以内で未払金額の
範囲内とする。
　ただし、上限金額は5億円とし、投資額の30％が5千万
円未満の場合は5千万円とする。
❖利子補給率
　年0.3%
❖地方ト協から全ト協宛て推薦期限（全ト協必着日）
� 第1回� 平成30年��7月�31日（火）
� 第2回� 8月�31日（金）
� 第3回� 9月�28日（金）
� 第4回� 10月�31日（水）
� 第5回� 12月���7日（金）
❖推薦適否決定通知予定日
� 第1回� 平成30年��8月�14日（火）
� 第2回� 9月�14日（金）
� 第3回� 10月�12日（金）
� 第4回� 11月�14日（水）
� 第5回� 12月�21日（金）

第42回　燃料費対策特別融資
❖公募推薦総枠
　40億円
❖公募期間
　平成30年7月2日（月）から平成30年9月28日（金）まで
（ただし、公募枠の40億円に達し次第、申し込みの受付
を締め切る）
❖推薦対象者
　地方ト協に加入している貨物自動車運送事業者、その共
同体およびその持株会社（傘下の貨物自動車運送事業者
に係る資金調達を行う者に限る）であって、商工中金または
商工中金の代理店の取引資格があるもの（予定を含む）。
❖対象資金
①�ポスト新長期規制適合車または平成28年排出ガス規制

適合車で、平成27年度燃費基準を達成した車両の導入
に必要な設備資金

②�自家用燃料供給施設整備に必要な設備資金
❖融資限度
　２千万円（地方ト協の限度額とは別枠とする）
❖利子補給率
　年0.3％
❖地方ト協から全ト協宛て推薦期限（全ト協必着日）
� 第1回� 平成30年��7月�31日（火）
� 第2回� 8月�31日（金）
� 第3回� 10月���5日（金）
❖推薦適否決定通知予定日
� 第1回� 平成30年��8月�14日（火）
� 第2回� 9月�14日（金）
� 第3回� 10月�19日（金）

平成30年度　燃料供給施設等の設置に係る助成制度
　全日本トラック協会では、燃料供給施設に係る助成を実施する。詳細は全ト協ホームページ「助成制度」を参照のこと。

天然ガス自動車用燃料供給施設等助成事業 名 称 自家用燃料供給施設整備支援助成事業
平成30年 6 月 1 日～ 8 月 31 日 受付期間 平成30年 8 月 1 日～ 10 月 31 日

　平成30年度内に燃料供給施設等を設置する者であっ
て、①都道府県トラック協会②都道府県トラック協会に
所属する会員事業者であって、当該所属協会からの推薦
を受けた者③都道府県トラック協会に所属する会員事業
者が主体で構成された団体等であって、都道府県トラッ
ク協会からの推薦を受けた者 ――に該当する者

要　件

　指定数量（1,000 リットル）以上の軽油を保管する
専用タンクの設置を伴う自家用燃料供給施設の新設、
増設または増設を伴う代替を行い、平成 30 年４月１日
～平成 31 年２月 28 日までに市町村（各市町村地区消
防組合等）より危険物取扱所の完成検査済証の交付を
受け、当該設備の支払いを完了するもの（支払い完了
には、割賦販売契約により導入した場合も含む）

①天然ガス自動車用急速充填設備
②天然ガス自動車用昇圧供給装置
（ 助成対象となる燃料供給施設は、当該申請者のため

のみに利用されるものは対象外）
対　象

会員事業者、協同組合、連合会
（交付申請は年度内 1 施設限り。平成 20 ～ 26・
28・29 年度に全ト協から同事業による助成金の交付を
受けた会員事業者、協同組合・連合会は助成対象外 )

① 新設＝助成対象経費に係る費用の 2 分の 1 以内
（上限 4 千万円）

② 増設および改造＝助成対象経費に係る費用の 2
分の 1 以内（上限 1 千万円）

助成額
① 軽油タンクの新設（設置１か所分のみ）＝100万円
② 軽油タンクの増設、増設を伴う代替＝30万円

（ 公募期間内に申請が予算総額を超過した際は1
件当たりの助成金額を減額する場合あり）

全ト協 交通・環境部 ☎ 03-3354-1045 問い合わせ先 全ト協 経営改善事業部 ☎ 03-3354-1056

7月2日〜
9月28日

6月15日〜
11月30日

全ト協
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▼
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
も
終

わ
り
︑
現

実
の
世
界

に
戻
り
ま
し
た
︒
し
ば
し
仕
事
を
離

れ
︑
別
の
世
界
に
身
を
置
い
て
ふ
と

振
り
返
る
と
︑
違
う
世
界
が
見
え
て

き
ま
し
た
︒
様
々
な
人
の
行
動
が
目

に
鮮
や
か
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
で

す
︒
そ
し
て
︑
そ
れ
ら
の
行
為
は
些

細
で
あ
れ
大
胆
で
あ
れ
︑
と
て
も
気

に
か
か
る
の
で
す
︒
▼﹁
前
を
歩
く
︑

ズ
ボ
ン
の
裾
と
靴
の
踵
の
間
が
極
端

に
長
い
人
﹂︑﹁
横
断
歩
道
の
赤
信
号

待
ち
に
傘
の
先
端
で
し
き
り
に
地
面

を
つ
つ
く
人
﹂︑﹁
ス
ー
パ
ー
で
精
算

寸
前
に
他
の
食
品
を
買
い
足
す
た
め

レ
ジ
カ
ゴ
か
ら
離
れ
て
戻
ら
な
い

人
﹂︑﹁
電
車
待
ち
の
ホ
ー
ム
で
電
車

が
到
着
後
に
我
先
に
と
順
番
を
無
視

し
て
座
ろ
う
と
す
る
人
﹂︑﹁
相
手
の

話
を
聞
か
ず
ひ
た
す
ら
自
分
の
話
ば

か
り
押
し
付
け
る
人
﹂︑﹁
駐
輪
場
で

他
の
自
転
車
を
倒
し
て
も
無
視
し
て

立
ち
去
る
人
﹂︑﹁
飲
食
店
で
い
ら
い

ら
し
な
が
ら
注
文
し
た
品
を
待
つ

人
﹂︑﹁
コ
ン
ビ
ニ
で
店
員
に
文
句
ば

か
り
言
う
年
配
の
男
性
客
﹂︑﹁
自
分

の
非
を
認
め
ず
他
人
の
悪
口
を
言
い

ま
く
る
人
﹂︒
で
も
︑
そ
れ
ら
は
ご

く
ご
く
一
部
の
人
間
の
出
来
事
で

す
︒
▼
﹁
こ
ん
に
ち
は
﹂﹁
あ
り
が

と
う
﹂﹁
お
疲
れ
さ
ま
﹂︒
こ
の
３
つ

の
言
葉
を
大
事
に
使
い
こ
な
せ
ば
︑

ギ
ス
ギ
ス
し
た
感
情
か
ら
解
き
放
た

れ
る
と
思
い
ま
す
︒
現
世
で
一
番
愉

し
い
の
は
人
と
の
関
わ
り
で
あ
り
︑

一
番
煩
わ
し
い
の
も
人
と
の
関
わ
り

か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
▼
人
と
の
関
わ

り
と
言
え
ば
︑
瀬
戸
内
寂
聴
氏
が
１

９
８
７
（
昭
和
62
）
年
か
ら
岩
手
県

二
戸
市
の
天
台
寺
で
行
っ
て
い
た

﹁
あ
お
ぞ
ら
説
法
﹂︒
前
々
か
ら
そ

の
説
法
が
気
に
な
っ
て
い
て
︑
旅
行

が
て
ら
天
台
寺
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒
本
殿
前
に
敷
か
れ
た
ゴ
ザ

に
座
り
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
そ
の
瞬
間
を
待
ち
ま
し
た
︒
奥
深

い
山
の
境
内
に
凛
と
響
き
渡
る
寂
聴

氏
の
声
は
悩
み
生
き
る
者
逹
ヘ
救
い

の
手
を
差
し
伸
べ
る
か
の
よ
う
で
し

た
︒
一
期
一
会
の
精
神
に
則
り
﹁
明

日
の
こ
と
は
思
い
煩
う
な
︑
幸
せ
の

早
道
は
﹃
今
日
は
い
い
日
﹄
と
信
じ

る
こ
と
﹂
と
説
い
て
い
ま
し
た
︒
▼

千
差
万
別
の
人
間
と
上
手
く
付
き
合

う
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トラガールファイル

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげ
るこのコーナー。第１７回目は、
「トレーラドライバー（飲料輸
送）」のお仕事です。
　㈱マルエスフリージングジャ
ンクション（山梨県笛吹市）
の秋山祥子さんが登場します。

第１7 回 「トレーラドライバー（飲料輸送）」秋山 祥子さん（㈱マルエスフリージングジャンクション・山梨県）

8:00
　出社。タイムカー
ドを押し、乗務前
点呼でアルコール
チェックと血圧測
定（写真①）を行
う。

8:15
　車両点検（写
真②）後、本
社営業所倉庫
でパレットの積
み込み作業を行
う（写真③）。

8:45
　積み込みが完
了次第、荷主先
へ出発（写真④）。

10:00
　山梨県笛吹市にある飲料メーカーの工場に到着。積ん
できたパレットを降ろし、パレット積みの製品の積み込み作
業を行う。

11:30
　昼食休憩。持参の手づくり弁当を食べる。

12:30
　同じ笛吹市内の自社倉庫（御坂倉庫）へ向け出発（写
真⑤）。

13:00
　御坂倉庫着。
積荷を降ろし、翌
日分の荷物（ワイ
ン）の積み込みを
行う（写真⑥）。

　リフトマンと絶妙
な連携を取りなが
ら手際よく作業を
進めていく（写真
⑦）。

15:00
　積み込み作業が完了次第、本社営業所へ戻る。

15:30
　帰社。終了点呼
を行い、タイムカー
ドを押して業務終
了（写真⑧）。

16:00
　退社。

秋山さんのある１日の仕事の流れ

多様な資格を取得し、次々に目標を達成 ！
トレーラドライバーとして日々の運行に全力を注ぐ

・１８歳で運送会社に入社し、２トン車→４トン車とステップアップ。「２１
歳になると同時に大型免許を取る」という目標を有言実行した。大型
車にも１か月ほど乗務したが、地場の定期便担当だったため、「もっと
長い距離の運転ができて、将来トレーラに乗務できるような会社に入り
たい」と２１歳で同社に転職。
・水やワインなどの飲料を首都圏へ輸送する中距離運行をメインに担当。
・北は岩手、南は鹿児島までの運行も経験。中長距離運行時の楽し
みは、道の駅に立ち寄ること。「道の駅のスタンプを集めたり、地元
の特産品やとれたての地物野菜を買ったりして、それをお弁当のおか
ずにしたりしています」。
・趣味のゴルフではシングルプレーヤー。アマチュアゴルフ東日本大会
の本選に出場するなど、趣味の域を超えた腕前を誇る。

 担当業務：トレーラによる飲料輸送
 勤続年数： １５�年

 取得資格：�大型自動車免許（一種・特殊）、けん引免許、フォークリフト運転技能講
習・車両系建設機械運転技能講習修了、乙種第４類危険物取扱者

秋山さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に１日密着させていただきました。

佐野　康志
取締役副社長

㈱マルエスフリージングジャンクション
［代表取締役社長　佐野　強］

本社所在地� 山梨県笛吹市石和町井戸 20
資本金� 2,000 万円
設立� 昭和４８年８月１４日
従業員数� 150 人（ドライバー85 人、うち女性５人）
車両数� 80 台

秋山さんの存在が女性ドライバー採用増加の呼び水に ！
未経験者・高校新卒者採用にも注力し人手不足に対応

佐野副社長に
訊く！

　飲料中心の食品輸送と、倉庫業、冷蔵冷凍倉庫の運営管理を行っている当社では、
現在秋山を含め５人の女性ドライバーが活躍しています。確かな技術と丁寧な作業に加
え、明るい人柄で細やかな気遣いもできる当社の女性ドライバーたちは、お客様からの信
頼も非常に厚いです。
　今年で入社 15 年になる秋山は、県内の新聞やテレビでも取り上げられ、当社が女性
ドライバーを積極的に採用している会社であるということのPRに一役買ってくれています。女性ドライバ
ーは創業以来定期的に在籍していますが、ここ数年で採用が増えたのは、秋山のおかげでもあります。
　女性活躍推進法（平成２８年４月施行）で
は、中小企業における行動計画の策定は努
力義務となっていますが、当社ではいち早く
策定し、女性が働きやすい職場環境を整備
すべく、託児所の設置など、女性社員のさら

なる増加を目指し、各種取り組みを進めています。
　また、近年は未経験者の採用にも力を入れており、昨年からは高等
学校新卒者採用も開始しました。今春、高校新卒者の女性２人が事務
員として入社し、ドライバーのサポートに努めてくれています。

秋
あ き や ま

山 祥
さ ち こ

子さん

②

①

③

④

⑥

⑦

⑧

⑤

免許・資格の取得はいつか必ず仕事に活きる！
　秋山さんは、１６歳で原付免許、１８歳で普通免許、１９歳
でフォークリフト運転者資格、２１歳で大型一種免許、２３歳で
けん引免許、２４歳で乙種第４類危険物取扱者資格（乙４）、
２６歳で大型特殊免許、２８歳で車両系建設機械運転者資格
を取得するなど、多様な免許・資格を持つ。
　「私は免許マニアで、取りたい免許や資格があれば、仕事
の合間を見つけて自費で取得してきました。トレーラで重機
が運びたくて大型特殊免許を取得し、重量物が運びたいと
いう思いから車両系建設機械の運転資格も取りました。『免
許さえ取っておけば運ぶことができたのに』という後悔をし
たくないからです」（秋山さん）
　乙４取得のきっかけは、「ガソリンを運ぶタンクローリーのド
ライバーをしている知人の話を聞いて興味が湧き、いてもた
ってもいられなくなったから」。同資格を取得して１０年以上
が経ち、「うちの会社では役に立たない資格だったかもしれ
ない」と思っていたという秋山さん。しかし先日、ついにそ
の資格が活きる日がやってきたのだという。得意先の飲料メ
ーカーから依頼されたウイスキーの輸送。アルコール度数が
６０％以上であったため、担当するドライバーに危険物取扱
者の資格が求められたのだ。
　「会社初の『危険物取扱者の資格が必要なアルコール輸
送』だったので、誰か資格のあるドライバーはいないかと探
したところ、ドライバーたちから『さっちゃんが持っているは
ずだ』との声が上がり、秋山に白羽の矢が立ちました」（中
沢運輸部長）
　「『資格さえ取っておけば、いつか必ず役に立つ日が来る』
ということを痛感しました」（秋山さん）

安全運転の秘訣は「最大限のリスク回避」
　運行に出る際は必ずお弁当を持っていく。トイレにはその
時行きたくなくても見つけたら行っておく。秋山さんの信条
は、「運転中のストレスや、安全運転の妨げになることに対
して、早い段階で自分にでき得る最大限のリスク回避を行う
こと」だ。
　「お弁当を持ち歩くのは、例えば運転中にお腹が空いて、
『どこのお店に入って何を食べようか』など、別のことを考
えてしまうと、運転に集中ができなくて何かミスを起こしてし
まうかもしれないからで、トイレについても同様です。『リス
クの芽を早めに摘み取ること』が重要で、もしわずかでも眠
気を感じたら、すぐに駐停車して休みを取ります」（同）
　高速道路を走行する時は、さらに慎重に、最大限の注意
を払って運転する。
　「トラックドライバーの最低条件は、『毎日荷物を無事に届
けて、毎日無事に会社に帰ってくること』に尽きます。『自ら
事故を起こさないこと』はもとより、『事故に巻き込まれない

interview！ 資格取得とセルフコントロール、プロドライバーとしての高い意識
こと』を徹底するの
がプロドライバーだと
思います。予防策は、
周囲に『この運転は
危ない』と少しでも
感じる車があったら、
絶対に近付かないこ
と。その車から離れ
るか、最寄りのパー
キングエリア等に入
って時差を作り、その車の近くを走ることを避けます」（同）
　また、社内結婚をした夫は、同じくトレーラのドライバー（写
真㊤）。家事も夫婦で協力して行っているという。
　「『先に帰宅した方が家事をする』というルールを決めて
やっているので、夫が夕食やお弁当を作ってくれて、そのお
弁当を持って運行に出ることもあります。互いに助け合いな
がら家事ができているので助かっています」（同）

会社を代表する女性ドライバーとして
　入社して１５年が経ち、ベ
テランドライバーとなりつつ
ある秋山さん。制服の左袖
には、入社１０年以上を示す
「10years」のワッペンと、
無事故継続 3,000日以上を
示す、星柄の上に「3000」
の数字が刻まれた刺繍が輝
いている（写真㊨）。
　「私もそうですが、入社し
た女性ドライバーが定着して
いるのは、会社が働きやす
い環境を整えてくれているか
らです。女性ドライバーの人数が増えてきて、県内でも有数
の女性ドライバーの多い会社になり、他社からも『女性ドラ
イバーの多い会社』として認知されています。その知名度が、
採用の増加や、定着率のよさに繋がっていると感じます。私
が運転している姿を見て入社してきてくれた方もいるので、
自分も女性ドライバーの採用に貢献できているのかもしれな
いと思うとうれしいですね」（同）
　昭和４４年創業の同社は、まもなく５０周年を迎える。秋
山さんは、女性ドライバーへの教育に力を貸すことで、会社
に恩返しがしたいと語る。
　「トレーラを運転するようになってもう１１年目です。大ベ
テランの方に比べると知識も経験も少ないですが、もし社内
の女性ドライバーがトレーラに乗務することになれば、ぜひ
私が指導面で力になりたいと思っています」（同）

秋山さんはこんな人！
　同僚からは「さっちゃん」と呼ば
れて親しまれている秋山は、運転技
術、マナーなど、どこに出しても恥
ずかしくない、当社自慢のドライバー
です。会社のイメージアップにも大
いに貢献してくれています。

（中沢義守運輸部長）

　明るく活発でバイタリティに溢れた
人柄の「さっちゃん」は、社内の
潤滑油のような存在で、誰からも愛
され、頼りにされている人気者です。
運行管理者としても絶大な信頼を寄
せています。

（田中健児経営企画室長） 写真右から、中沢運輸部長、秋山さん、田中経営
企画室長


